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環境について考えてみませんか環境について考えてみませんか？�

阿奈田ダム建設が始まります阿奈田ダム建設が始まります�

災害対策災害対策～自らの身の安全は自らが守る～～自らの身の安全は自らが守る～　　　　�

まちのできごとまちのできごと�

平成平成19年春の叙勲・褒賞年春の叙勲・褒賞�

まちのひとびとまちのひとびと�

みんなの図書館みんなの図書館�

サン・ケア平戸通信サン・ケア平戸通信�

平戸遺産～侍時代の遺産～平戸遺産～侍時代の遺産～�

Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　�

オランダ商館風説書、ホタル情報オランダ商館風説書、ホタル情報�

平戸市からのお知らせ　平戸市からのお知らせ　�

情報ひろば　情報ひろば　�

人口の動き・編集室から　人口の動き・編集室から　�

環境について考えてみませんか？�

阿奈田ダム建設が始まります�

災害対策～自らの身の安全は自らが守る～　　�

まちのできごと�

平成19年春の叙勲・褒賞�

まちのひとびと�

みんなの図書館�

サン・ケア平戸通信�

平戸遺産～侍時代の遺産～�

Ｈｏｉ！ひらど、おしえて年金　�

オランダ商館風説書、ホタル情報�

平戸市からのお知らせ　�

情報ひろば　�

人口の動き・編集室から　�

平成19年�

紅白に別れて�
　　ワッショイワッショイ！�
　　　　～大島小・中学校ふれあい運動会～　　　　～大島小・中学校ふれあい運動会～�

紅白に別れて�
　　ワッショイワッショイ！�
　　　　～大島小・中学校ふれあい運動会～�

大交流時代への新たな航海！�
た　び　 だ　ち�た　び　 だ　ち�

かな�

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～�
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わ
た
し
た
ち
の
便
利
な
生
活
は
、
地

球
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
、
ご
み
問
題
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
な
ど
の
環
境
問
題
は
、
地
球
規

模
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。�

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り

住
み
や
す
い
環
境
を
残
し
て
い
く
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
や
、
地
域
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
組
み
の
積
み
重
ね

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。�

○
無
駄
な
物
は
買
わ
な
い
、
包
装
は
で       

　
き
る
だ
け
少
な
く
す
る�

○
買
い
物
袋
を
持
参
す
る�

○
日
用
品
も
大
切
に
使
い
、
使
え
な
く

　
な
っ
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル
へ�

○
近
所
へ
の
外
出
は
、
な
る
べ
く
自
動

　
車
を
使
わ
な
い�

○
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
を
使
用
す
る�

　�

���

　
環
境
省
で
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気
を

消
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
る

「
CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
今
年
も
６
月
22
日（
金
・
夏
至

の
日
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
実
施
し
ま

す
。�

　
特
に
、
６
月
24
日
の
夜
を
「
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
７
」
と

し
て
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２

時
間
、
全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
に

対
し
、
電
気
を
一
斉
に
消
灯
し
て
い
た

だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
平
戸
城
や
幸
橋
な
ど
の

観
光
施
設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
一
斉
消

灯
し
ま
す
。�

��������������

　
ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
連
携

し
て
、
各
家
庭
に
お
い
て
一
斉
消
灯
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
「
１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
も
行
わ
れ
ま

す
。
６
月
22
日（
金
・
夏
至
の
日
）か
ら

24
日（
日
）ま
で
の
午
後
８
時
か
ら
10
時

に
電
気
の
照
明
を
消
し
て
、
ろ
う
そ
く

の
明
か
り
だ
け
で
２
時
間
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
本
市
に
お
い
て
も
、
平
戸

港
交
流
広
場
で
６
月
24
日
の
午
後
８
時

か
ら
10
時
ま
で
キ
ャ
ン
ド
ル
の
点
灯
を

行
い
ま
す
。�

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
環
境
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。�

�

環境について考えてみませんか？�

６月５日は「世界環境世界環境デー」／６月は「環境月間」環境月間」�

環境について考えてみませんか？�

６月５日は「世界環境デー」／６月は「環境月間」�

　1972年６月５日にスウェーデンで開催された年６月５日にスウェーデンで開催された「国連人間環境会議国連人間環境会議」を記念してを記念して、�

毎年６月５日を毎年６月５日を「世界環境デー世界環境デー」と定めていますと定めています。�

世界各国では、この日にちなんで環境保全に関するさまざ世界各国では、この日にちなんで環境保全に関するさまざまな行事が行われていますまな行事が行われています。�

日本では日本では「環境基本法環境基本法」において、６月５日をにおいて、６月５日を「環境の日環境の日」と定めと定め、�

６月の１か月間を６月の１か月間を「環境月間環境月間」としていますとしています。�

わたしたちを取り巻く身近で貴重な環境と、人類にとってわたしたちを取り巻く身近で貴重な環境と、人類にとってかけがえのない地球環境についかけがえのない地球環境について、�

この機会に考えてみましょうこの機会に考えてみましょう。�

　1972年６月５日にスウェーデンで開催された「国連人間環境会議」を記念して、�

毎年６月５日を「世界環境デー」と定めています。�

世界各国では、この日にちなんで環境保全に関するさまざまな行事が行われています。�

日本では「環境基本法」において、６月５日を「環境の日」と定め、�

６月の１か月間を「環境月間」としています。�

わたしたちを取り巻く身近で貴重な環境と、人類にとってかけがえのない地球環境について、�

この機会に考えてみましょう。�

夏至の夜、各家庭で一斉に�

２時間だけ電気を消して�

ろうそくの明かりで過ごしてみませんか？�

CO2
削
減
／�

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル�

ナ
イ
ト
に
ご
参
加
を�

未
来
の
地
球
の
た
め
に�

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う�
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５
月
８
日
午
後
１
時
20
分
に
、
長
崎

県
知
事
か
ら
平
戸
市
全
域
に
、
「
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
大
気
汚
染
注

意
報
」
が
発
令
さ
れ
、
同
日
午
後
８
時

に
自
動
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
で

は
、
初
め
て
の
注
意
報
発
令
と
な
り
ま

し
た
。�

※
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
…
工
場
や
自

動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
や

炭
化
水
素
な
ど
が
、
日
光
の
紫
外
線
に

よ
り
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ

る
オ
ゾ
ン
や
パ
ー
オ
キ
シ
ア
セ
チ
ル
ナ

イ
ト
レ
ー
ト
な
ど
を
主
体
と
す
る
、
酸

化
性
物
質
の
総
称
で
す
。�

����

①
目
の
痛
み
、
チ
カ
チ
カ�

②
の
ど
の
渇
き
・
痛
み�

③
体
が
だ
る
い�

④
頭
が
痛
い�

　
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

個
人
に
よ
っ
て
被
害
の
症
状
は
異
な
り

ま
す
。
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
市
民

課
環
境
交
通
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

������

　
大
気
汚
染
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、
防
災
無
線
や
広
報
車
な
ど
で

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
日
光

の
紫
外
線
に
よ
る
も
の
で
夜
間
は
発

生
し
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
報
は
午
後

８
時
に
は
自
動
的
に
解
除
さ
れ
ま
す
。�

　
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
次
の
こ

と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。�

①
屋
外
で
の
運
動
を
控
え
る�

②
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、
す

　
ぐ
家
に
入
る�

③
身
体
が
弱
い
人
（
乳
幼
児
、
高
齢

　
者
、
病
人
な
ど
）
は
影
響
を
受
け

　
や
す
い
の
で
注
意
す
る�

���

　
目
や
の
ど
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、

き
れ
い
な
水
で
洗
顔
、
洗
眼
、
う
が

い
を
十
分
に
行
い
休
息
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
場
合
や
、

頭
痛
な
ど
の
症
状
が
継
続
す
る
場
合
、

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

��
　
第
26
回
長
崎
県
空
き
缶
回
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
、
６
月
３
日（
日
）を
統
一
日

と
し
て
県
内
全
域
で
行
わ
れ
ま
す
。�

　
平
戸
市
に
お
い
て
は
、
６
月
３
日
の

統
一
日
を
中
心
に
、
７
月
16
日（
月
）海

の
日
ま
で
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
、

こ
の
期
間
中
に
各
地
区
で
清
掃
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。�

※
実
施
は
、
各
自
治
会
単
位
と
な
り
ま

す
。
各
自
治
会
長
な
ど
に
確
認
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

環
境
問
題
に
関
す
る�

お
問
い
合
わ
せ�

　
市
民
課
環
境
交
通
班�

　
　
内
線
２
５
２
７�

　平戸市役所は、「チーム・マイナ

ス６％」に参加しており、夏季（６月

～９月）の期間中、冷房温度を28度

に設定し、職員の軽装（クールビズ）

を励行しています。�

※クールビズ…地球温暖化防止のため、

空調の温度設定を28℃にし、夏の軽

装などを推進する目的で、環境省が

提唱している取り組みです。�

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
大
気
汚
染
注
意
報
」が�

平
戸
市
で
初
め
て
発
令
さ
れ
ま
し
た�

◎チーム・マイナス６％みんなで止めよう温暖化�

　http://www.tem-6.jp�

◎環のくらし　減らそ。みんなで。CO２。�

　http://www.wanokurashi.ne.jp�

◎100万人のキャンドルナイト�

　http://www.candle-night.org�

※詳しくは、上記サイトをご覧ください。�

地球温暖化防止のために�

　あなたも参加してみませんか？�

　 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る�

　 

被
害
の
症
状
例�

　 

被
害
を
受
け
た
ら�

　 

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら�

　 
「
空
き
缶
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」�

◎
環
境
問
題
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ�
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統合後の中南部上水道区域�

平戸上水道�

宝亀水源�

火除水源�

阿奈田浄水場�

津吉水源�
阿奈田ダム�

獅子水源�

宝亀区域�

大川原区域�

南部上水道区域�

野子・宮の浦区域�

早福簡易水道�

紐差区域�

獅子区域�

　　奈田ダム建設が始まります�

～中南部上水道統合整備事業～～中南部上水道統合整備事業～�

阿�　　奈田ダム建設が始まります�

～中南部上水道統合整備事業～�

安全・安心・安定した水資源の確保に向けて安全・安心・安定した水資源の確保に向けて�安全・安心・安定した水資源の確保に向けて�

お問い合わせ　水道局施設班�
　　　　　　　　22-2264

最大給水時の水源別取水量の割合�
※運用開始後、給水区域は連絡管で結ばれ、ダムと地下水を水
源とする生活用水が供給されることになります。�

◎安定水源の確保�
　　不安定な水源から安定水源に�

現　在�

地下水�

47%

表流水�
（河川水）�

20%

湖沼水�
（農業用溜池）�

33%

地下水�

47%
阿奈田ダム�

53%

運用開始後（H23年度以降）�

◎給水区域の統合�
　　６区域を１つの上水道区域に�

▲平成６年渇水時の新聞報道�
　（朝日新聞社提供）�

▲平成６年渇水時の大元池（下中津良町）�

阿�
　現在、平戸市は３つの上水道区域と12の簡易水道区域に分けて、市民のみなさんに生活用水を供給し

ています。このうち、平戸・中南部地区は、宝亀、紐差、獅子、大川原、早福、野子・宮の浦の６つの

簡易水道区域と南部上水道区域の７つに分かれ、大元池、川内池、福良池の３つのため池と８か所の地

下水を主な水源にしています。�

　しかしながら、水源とするため池はいずれも農業用のため池で、農家のみなさんに了解を頂いて取水

していますが、渇水期や灌漑期には十分な取水が難しく、慢性的に不安定な給水が続いている状況です。�

　また、取水や浄水の水道施設は古いものが多く、散在しているので維持管理費が増える傾向にありま

す。平成６年の渇水時には、野子・宮の浦区域で、やむを得ず24時

間断水する事態にもなりました。�

　このようなことから、安定水源を確保するため、平戸中部地区の

大川原町にある阿奈田川に、新たに阿奈田ダム（水道専用ダム）を建

設すると共に、古くなった地下水の取水施設を改修することにして

います。�

　また、効率的な運営を目指し、南部上水道と５つの簡易水道（早

福を除く）を連絡管で結び、施設の統合を進め、中南部上水道区域

として１つにまとめることにしています。　�

　この事業は、平成15年度に国の認

可を受け、平成23年度からの運用

開始を目指しています。これまで

に取水施設や浄水施設などの水

道施設の改修を行い、現在、

ダムによって水没する道路の

付替や浄水場の敷地造成を

行っています。今年度後半

には、ダム本体の建設が

始まります。�

 広報 ひらど　2007. 6
Hirado City Public Relations 4



倉
庫
�

市道阿奈田川原線�

　【計画給水人口】9,500人�

　【計画１日最大給水量】3,405ｍ３／日（阿奈田ダム 1,805ｍ３／日・地下水 1,600ｍ３／日）�

　【１人１日最大給水量】358  ／人　【１人１日平均給水量】254  ／人�

主な実施内容�

調査・設計・用地補償�

阿 奈 田 ダ ム 建 設 �

市 道 付 替 工 事 �

阿奈田浄水場新設�

各種水道施設改修�

15･16年度�17年度�18年度�19年度�20年度�21年度�22年度�23年度�

敷地造成および進入道路� 浄水場施設工事�

取水施設改修・連絡配管・配水池など�

日照りのときの働き�各家庭に安定した水を送ります�

日照りが続いて、川を
流れる水が少なくなる
と水田が干上がったり、
川の魚などの生き物が
住みにくくなります。�
�

そこで、こうした状況を回
避するため、常にダムから
一定量の水を流し続けるこ
とで、ダム下流の魚や水田
に水の恵みを与えます。�

▲市道付替工事の状況�
    （H19.４.26撮影）�

ダム天端（頂上部）�

付替市道付替市道�付替市道�

◎阿奈田ダムの役割�
　　ダムが完成するとどう変わるの？�

◎計画規模�
　　６区域を１つの上水道区域に�

◎事業のスケジュール�
　　平成23年度からの運用開始を目指します�

◎阿奈田ダムと阿奈田浄水場の配置図�
　　～大川原町阿奈田川流域～�

日照りによる水不足に備えて、�
ダムに水を貯めておき、�
1日最大で1,805m３の安定した
水を送ることができます。�

至 

前
津
吉�

流域面積 4.28km2
�

貯水池　湛水面積 0.05km2�
　　　　総貯水容量 229,000m3

�

　　　　有効貯水容量 130,000m3�
　　　　推砂容量 99,000m3

運
用
開
始�

型　式　重力式コンクリートダム�
堤　高　34.0m�
堤頂長　95.5m�
堤体積　約18,000m3

大川原橋�

阿奈田川�

県道主
要地方

道獅子
津吉線

�

大川原港�

ダム湖付替道路�

阿奈田ダム本体�

（新設）阿奈田浄水場�
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東和愛児園�

紐差小学校�

中部中学校�

平戸荘�

大川原小学校�

県立平戸高等学校�

根獅子小学校�

飯良町公会堂�

中津良小学校�

猪渡谷地区集落センター�

堤小学校�

南部中学校�

平戸市多目的研修センター�

わだつみの里�

津吉小学校�

前津吉公会堂�

志々伎小学校�

志々伎ふれあい会館�

志々伎小学校早福分校�

野子小中学校�

野子小学校高島分校�

平戸市田助ハイヤ節伝承館�

宮の浦漁民研修センター�

28-0156�

28-0009�

28-0026�

28-1155�

28-0019�

28-0744�

28-1020�

28-1963�

27-0135�

27-1928�

27-0466�

27-0029�

27-0047�

27-2200�

27-0019�

27-0907�

27-0049�

29-1509�

27-0458�

29-1220�

29-1501�

未設置�

未設置�

避　難　場　所� 電話番号�
度島小中学校�
度島町へき地保育所�
田助小学校�
光の園保育園�
平戸中学校�
みのり保育園�
愛の園保育所�
平戸小学校�
平戸文化センター�
平戸市社会福祉センター�
県立猶興館高等学校�
平戸幼稚園�
平戸市離島開発総合センター�
古江町民体育館�
中野愛児園�
中野中学校�
中野小学校�
中野ふれあい会館�
川内漁民センター�
春日公民館�
獅子小学校�
獅子ふれあい会館�
宝亀第２公会堂�
平戸市ふれあいセンター�

25-2002�
25-2615�
22-2516�
23-2612�
22-3136�
22-2575�
22-2244�
22-2410�
22-5300�
22-2180�
22-2064�
22-2810�
22-2418�
未設置�
24-2358�
24-2620�
24-2606�
24-2121�
24-2642�
未設置�
28-0107�
28-0885�
未設置�
28-0044

避　難　場　所� 電話番号�

【平戸地区】�

お問い合わせ　総務課行政班（　内線2314）�

～自らの身の安全は自らが守る～�
���������������

　�
����

①
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
台
風
情
報
を

　
確
認
し
ま
し
ょ
う�

②
早
め
に
窓
や
屋
根
、
塀
な
ど
家
屋
の
補

　
強
を
行
い
ま
し
ょ
う�

③
停
電
、
避
難
に
備
え
、
非
常
持
出
品
の

　
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

��

①
大
雨
・
洪
水
注
意
報
、
警
報
な
ど
の
気

　
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う�

②
河
川
の
増
水
に
注
意
し
、
早
め
に
避
難

　
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う�

③
山
崩
れ
や
が
け
崩
れ
、
土
石
流
に
警
戒

　
し
ま
し
ょ
う�

��

①
机
の
下
に
入
る
な
ど
、
ま
ず
は
自
分
自

　
身
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う�

②
素
早
く
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う�

③
山
崩
れ
や
が
け
崩
れ
、
津
波
に
注
意
し

　
ま
し
ょ
う�

④
狭
い
路
地
や
塀
、
が
け
、
川
べ
り
に
近

　
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う�

��

①
日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
と
安
全
な
道
順

　
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

②
避
難
の
勧
告
、
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
い

　
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う�

③
子
ど
も
、
高
齢
者
な
ど
の
安
全
を
確
認

　
し
て
、
早
め
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う�

④
避
難
命
令
が
で
た
ら
、
火
の
始
末
を
確

　
認
し
、
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う�

⑤
荷
物
は
、
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う�

⑥
単
独
行
動
は
避
け
、
家
族
ま
た
は
隣
近

　
所
そ
ろ
っ
て
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う�

⑦
警
察
官
、
自
治
会
長
、
市
職
員
な
ど
避

　
難
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
ま

　
し
ょ
う�

雨
が
強
く
な
っ
て
き
た
ら�

台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら�

地
震
が
起
き
た
と
き
は�

避
難
に
つ
い
て�

　これからの梅雨時期の大雨や台風、地震などに備えて、日

ごろからの準備が必要です。�

　特に、広範囲にわたる深刻な被害が発生した場合には、防

災関係機関だけでは十分な活動が困難になることが予想され

ます。市民のみなさん一人ひとりが「自らの身の安全は自らが

守る」という意識を持ち、自主的な防災活動を行いましょう。�

災害対策�災害対策�
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�

�

　災害用伝言ダイヤルは、災害が発生し、被災地へ

の通信が増加し、つながりにくい状況になった時に、

安否を確認できる電話サービスです。�

　「１７１」をダイヤルし、音声ガイダンスに従っ

てください。被災地側からは伝言の録音、安否を確

認する場合は伝言の再生ができます。�

�
と覚えましょう。�

避　難　場　所� 電話番号�

【田平地区】� 【生月地区】�

【大島地区】�

生月小学校�

生月中学校�

山田小学校�

生月保育所�

山田保育所�

山田児童館�

山田地区活性化センター�

平戸市多目的集会施設�

堺目地区活性化センター�

生月町元触地域交流センター�

山田幼稚園�

生月町御崎コミュニティセンター�

生月船員福祉会館�

生月町中央公民館�

生月町開発総合センター�

東神浦公民館�

平戸市商工会大島支所�

西神浦公民館�

大島村離島開発総合センター�

ながさき西海農業協同組合大島支店�

前平公民館�

西宇戸公民館�

大根坂公民館�

大島村漁業協同組合大根坂漁民センター�

大島村漁業協同組合的山漁村センター�

板の浦集会所�

大島地区活性化センター�

大島村高齢者生活福祉センター�

大島村保育所�

大島小学校�

大島中学校�

県立猶興館高等学校大島分校�

53-0014�

53-1229�

53-1004�

53-0270�

53-1079�

53-1759�

53-1790�

53-3048�

未設置�

53-2406�

53-0835�

53-2965�

53-2583�

53-0541�

53-1444

55-2909�

55-2117�

未設置�

55-2985�

55-2541�

未設置�

未設置�

55-2280�

55-2374�

55-2531�

未設置�

未設置�

55-2100�

55-2006�

55-2004�

55-2043�

55-2105

避　難　場　所� 電話番号�

避　難　場　所� 電話番号�

57-0223�

57-1355�

57-1323�

未設置�

57-1410�

57-2727�

57-0236�

未設置�

未設置�

57-1781�

未設置�

57-1966�

未設置�

57-1922�

57-1960�

57-0207�

未設置�

57-0020�

57-1096�

57-0511�

57-3810�

57-1684�

57-3348�

57-0476�

57-0062�

57-1493�

未設置�

57-2244�

57-3542�

57-1852�

57-0064�

未設置�

57-1698�

57-3101�

57-1228�

57-0968�

未設置�

未設置�

57-3100�

57-0977�

未設置�

57-2520�

57-2346�

57-2877�

57-2443�

57-0002�

57-0816

田平町商工会�

九十九島漁業協同組合田平支所�

日の浦公民館�

野田営農研修センター �

公共の宿プチホテル「たびらんど」�

永久保公民館�

平戸口社会館�

山内公民館�

大崎公民館�

釜田公民館�

大久保団地集会所�

田平ホーム�

山内団地集会所�

平戸口教会信徒会館（電話番号は、平戸口教会）�

平戸口公民館�

田平町民センター�

永田団地集会所�

田平北小学校�

坊田公民館�

県立北松農業高等学校 �

小手田公民館�

長崎県肉用牛改良センター�

たびら昆虫自然園�

米の内公民館�

田平中学校�

西荻田公民館�

南荻田公民館�

下寺公民館�

生向公民館�

田平町南地区交流センター�

田平南小学校�

外目公民館�

以善公民館�

田代公民館�

草笛ケ丘�

田平町体育館�

田平町武道館�

下里営農研修センター �

上里営農研修センター �

田平町福祉保健センター�

里団地集会所�

岳崎公民館�

福崎公民館�

小崎営農研修センター �

下亀公民館�

田平東小学校�

田平町東地区交流センター�
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　4月28日と29日の両日、田平
支所周辺で、「第30回たびら春ま
つり」が開催されました。�
　会場は、市内で採れた新鮮な
野菜や海産物などを求めて、観
光客と市民のみなさん約３万人
が訪れ大賑わい。地元産の黒毛
和牛販売コーナーには、長蛇の
列ができ、２日間とも販売開始
後１時間足らずで完売しました。�
　このほか、平戸口社会館の園
児のみなさんによる太鼓演奏や
歴史探訪ウォーク、田平町出身
の歌手カミタミカさんのライブ
など、さまざまなイベントが催
されました。�

　４月24日から26日までの3日間、東京都立荒
川工業高校の３年生114人が修学旅行で大島村
に来島しました。修学旅行の受け入れは今回が
２回目で、大島村体験型観光協議会（冨元昭嘉
会長）が受け入れを実施。生徒たちは、漁業・
農業・食体験（郷土料理など）の３グループに分
かれてそれぞれ大島の生活を体験しました。宿
泊はすべて民泊で行われ、食事を共にしながら、
交流を深めていました。漁業体験をした生徒は、
「魚が釣れるか心配だったけど、魚が釣れた瞬
間はとてもうれしかった」などと話していました。�

　４月27日、川内峠で、猶興館高校の生徒のみ
なさんが、伝統の「猶興連だこ」を揚げました。
歓迎遠足での伝統行事となっているこの「猶興連
だこ」は、今年で17年目。連だこには、受験や
恋愛などさまざまな生徒の願い事が書かれ、生
徒が一人一枚ずつ作った子だこに、担任の先生
が作った親だこを連ね各学級単位で作成しました。
今年は、全16学級が参加し、「より高く、より
永く、より美しく」をテーマに各学級手づくり
の連だこが次々と空高く揚がっていきました。�
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　4月30日、豪華客船「にっぽん丸」（商船三井
客船所有）が川内港に３回目の寄港をしました。
この豪華客船を近くで見ようと、「にっぽん丸」
を周遊するクルージングが行われ、予想を上回
る盛況ぶりに臨時便が出ました。にっぽん丸に
近づくと、子ども連れの家族や夫婦が楽しそう
に記念撮影。クルージングに参加した人は「大
きくてきれいだった。自分も、あのような豪華
客船に乗って旅行したい」などと話していました。
　また、当日は、海戦バーベキューや物産展も
催されました。�

　４月28日から５月６日までの９日間、生月
町博物館「島の館」で、企画展「新収蔵品～かく
れキリシタン資料を中心に～」が催されました。�
　訪れた市民や観光客のみなさんは、今回初公
開となった「ロザリオの聖母子像」や「ご神体を
収めたとされる瓶」、「祭壇（納屋に隠してご神
体を祭ったもの）」などの収蔵品を、熱心に鑑賞
していました。展示室には、今に伝承されてい
るかくれキリシタンの行事もパネルで紹介され
たほか、マグロやブリの大敷網の資料や、鯨船
の精巧な模型なども展示されました。�

　４月21日と29日の２日間、市営赤坂野球場
ほか２会場で「第13回有藤通世旗少年野球大会（同
大会実委主催）」が開催されました。大会には、
市内外から中学校の部15チーム262人、学童の
部に６チーム112人が参加しました。各会場では、
選手の気迫あふれるプレーが随所に見られ、白
熱した試合が繰り広げられました。�
　市内参加チームの結果は次のとおり。�
【中学校の部】　準優勝　平戸中学校�
【学童の部】　優　勝　平戸鬼洋蝶少年野球クラブ�
　　　　　　　準優勝　生月少年野球クラブ�
�

　4月29日、荒崎海水浴場で、「第４回アサリ
どっさり！潮干狩り大会」(中野漁協西目青年部
主催)が開催されました。市内外から集まった
約1,200人が、12時30分の開始の合図とともに、
バケツと熊手を手に一斉に砂浜へ。夢中で掘っ
ている人、子どもと仲良く掘っている家族、夫
婦でのんびり掘っている人、それぞれの潮干狩
りを楽しんでいました。このほか、50席設け
られた海鮮バーベキューでは、イカやサザエ、
カキなど市内で採れた海産物を、炭火で焼いて
みなさんおいしそうに食べていました。�
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　５月の１か月間、平戸大橋開通30周年記念
事業「平戸海道渡海人祭」が開かれ、市内各地
でさまざまな物産イベントが開催されました。�
　このうち、５月３日から５日までの３日間、
平戸大橋公園特設会場では、第12回平戸海道
渡海人祭が開かれ、平戸の特産品を買い求めよ
うと観光客や子ども連れの家族など市内外から
約５万７千人が会場を訪れました。�
　また、会場では、ビーチフラッグ大会や宝探
し、地引網体験、魚のつかみ捕りなどさまざま
な催しも行われました。�

　５月４日、志々伎漁業協同組合本所敷地内で、
「第７回おさかなまつり」が開催されました。�
　タイやヒラメ、アワビなど豊富な種類の海産
物が、普段より安く手に入るということで、市
内外から約800人が訪れました。特に、いけすに
泳いでいるタイやヒラメ、スズキなどをその場
で選んで購入できるコーナーには、長い行列が
できました。このほか、海産物のオークション
やサザエのつかみ捕りなど、趣向を凝らしたイ
ベントが催され、子どもからお年寄りまで楽し
んでいました。�

　５月９日から11日までの3日間、平戸文化セ
ンターで、「第44回長崎県校長会研究大会」が
開催されました。この大会は、毎年県内の小・
中学校の校長が一堂に会し、より良い学校運営
を目指す目的で開かれています。�
　会場では、教育のための地域との連携や、子
どもへの指導方法、教職員の資質向上など、テ
ーマごとに分科会を設置し、担当校による具体
的な事例の発表が行われました。その後、事例
の対処法や結果などについて、活発な意見が交
わされました。　�

　５月３日から5日までの３日間、大敷食堂横
ほか２か所の会場で、「いきつき春まつりin生
月島2007」が開催されました。今回は、平成
14年から交流を続けている北海道枝幸町の物
産展も催され、ほたての干し貝柱やサケの昆布
巻など、北海道ならでわの特産品が販売されま
した。漁師バイキングでは、カキやアジの桜干
し、牛肉などを子ども連れの家族や夫婦が、炭
火を囲んでおいしそうに食べていました。この
ほか、タコのつかみ捕り、宝探しなどのイベン
トも催され、約8,500人の人出で賑わいました。�
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　５月11日、善果園（堤町）の果樹園で、堤小学
校の３年生から６年生までの児童16人が、平戸
夏香（サマーオレンジ）約160kgを収穫しました。�
　これは、総合学習の一環として、年間をとお
して栽培から収穫まで行っているもので、今年
で３年目。児童のみなさんは、それぞれに採果
ばさみを持って、真剣なまなざしで収穫作業に
取り組んでいました。収穫後、「肥料をまく時
が一番大変だった」などと、１年間の作業を振
り返りながら、自分たちで育てた平戸夏香をお
いしそうに食べていました。�

　５月13日、平戸港交流広場で、第26回メロ
ン祭り（ながさき西海農協平戸地区メロン部会
主催）が開催されました。会場には、大野地区・
中部地区などで自根栽培された鮮やかな黄色に
色づいたキンショウメロンがズラリと並び、販
売開始に合わせて行列ができるほどの盛況ぶり。
用意されたキンショウメロン５㎏入り500箱は、
わずか３時間足らずで完売しました。�
　また、同会場では、菌床しいたけ「ひらどロ
マン」のほか、そら豆やバレイショなども販売
されました。�

　5月13日、平戸文化センターで、「第44回長
崎県空手道選手権大会」が開催されました。こ
の大会は、県の指定強化選手選考会もかねてお
り、高校生から一般まで約250人が市内外から
参加。組手の部で個人戦と団体戦、形の部で個
人戦が行われ、日ごろの練習の成果を競い合う
緊迫した試合が展開されました。�
　市内参加者の入賞者は次のとおり。（敬称略）�
【組手の部・個人】�
　成年男子　３位　田島　忠篤（武當館生月）�
　少年男子　３位　江口　剛司（武當館生月）�

　５月16日、大島中学校で、２年生22人がワ
カメの種付けを体験しました。同学年では、「海
に学ぶ」をテーマに総合学習の時間を利用して
水産業の体験学習を行っており、ワカメの養殖
は毎年恒例の体験。生徒のみなさんは、県北水
産業普及指導センター職員の指導のもと、種糸
を巻きつけた種枠を作成。あらかじめ海水につ
けメカブから放出される種（遊走子）の入った水
槽に種枠を漬け込み種付けを行いました。�
　今後は、培養した後、仮沖出し、本養殖を経
て、３月の収穫を目指します。�
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　5月18日、災害が発生しやすい時期を前に、

市内の危険箇所（平戸地区６か所、生月地区３

か所、田平地区３か所）の調査を実施しました。 

それぞれの災害危険箇所では、現在の状況や防

災対策工事の進み具合、完成後の状況を調査し、

今後の防災対策の確認を行いました。�

　現在、市内には約200か所の危険箇所があり

ますが、関係機関と協力し、防災体制の強化を

進めています。�

�

　５月17日、千光寺（木引町）で、献茶式（県茶業
協会主催）が行われました。千光寺の前身、冨春
庵は、かつて禅宗の祖、栄西禅師が中国から茶
の種子を持ち帰り、庵の裏山に茶の種をまいた
とされています。また、栄西禅師が伝えた日本
最初の茶畑と言われる冨春園も同寺のそばにあ
ります。式には、同協会の会員や関係者など約
80人が出席。冨春園で摘まれた新茶のほか、県
内８産地の新茶が仏前に奉納され、日本のお茶
の祖として有名な栄西禅師に深い感謝と長崎県
産茶の更なる発展を祈願しました。�

　5月20日、田平町体育館と田平北小学校体育
館で、「第25回たびら春季女子ソフトバレーボ
ール大会」が開催されました。大会には、職場
の仲間や地区、友達などで作られた13チーム
が参加しました。　�
　両会場では、和気あいあいとした中にも、白
熱した試合が繰り広げられました�
　大会結果は次のとおり。�
　優　勝　平戸口チーム�
　２　位　さくらチーム�
　３　位　下寺チーム、米の内小町チーム�

　5月20日、市営相撲場で、「第16回わんぱく
相撲北松浦大会」が行われました。大会には、
市内外から団体戦に20チーム、個人戦に106人
が参加。土俵では、ちびっ子力士による真剣な
取組が行われました。�
　市内参加者の入賞者は次のとおり（敬称略）。�
【団体戦】３　位　紐差相撲クラブ�
【個人戦】３年生の部 優　勝　松園　大成（紐差小）�
　　　　　　　　　 ２　位　原田　晋平（紐差小）�
　　　　　　　　　 ３　位　藤田　公太（紐差小）�
　　　　６年生の部 ３　位　増山　誉　（生月小）�
�
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平成19年春の叙勲・褒章が、�

４月27日に発表され、�

市内では、４人のみなさんが受章されました。�

また、高齢者叙勲として、�

黒石さんが旭日単光章を�

受章されました。�

５人の受章者のみなさん�

おめでとうございます。�

元平戸市議会議員�

浦　一郎さん（86）�

川渕幸吉さん（70）�

　昭和46年４月に平戸市議会議員に当選以来、４期
16年の長きにわたり、市政発展のため尽力されまし
た。�
　また、市農業委員会委員として、農業の発展と農
家の生活安定向上に尽力されました。�
　そのほか、平戸市老人クラブ連合副会長や平戸市
嘱託員として地区住民の福祉の向上、地域の生活環
境整備促進にも貢献されました。�

　昭和49年６月から平戸漁業協同組合理事として漁
協運営に携わり、平成７年５月からは代表理事組合
長に就任。平成12年４月には度島、平戸、獅子、中
津良漁協の合併に尽力され、平戸市漁業協同組合が
発足、初代組合長に就任されました。�
　その後、津吉漁協、薄香漁協と合併し、地域漁業
の振興および組合発展に貢献されました。�

元田平町議会議員�

黒石良一さん（88）�

　昭和50年４月に田平町議会議員に当選以来、３期
12年の長きにわたり、建設常任委員会委員長などを
歴任され、町政発展のため尽力されました。�
　また、昭和14年に南田平村警防団に入団以来、昭
和46 年１月に退団するまでの長きにわたり、分団長、
副分団長を歴任し、地域住民の生命・財産の保護に
尽力されました。�

地域のみなさんの�
おかげです�

旭日単光章�
（高齢者叙勲）�

今後も水産業の�
発展に尽くしたい�

旭日単光章�
（水産振興功労）�

　昭和43年度小売物価統計調査調査員に任命されて
以来、小売物価統計調査に連続39回従事し、その任
務を確実に遂行されました。�
　また、田平町社会福祉協議会評議員として、昭和
62年５月から平成７年５月までの８年間の長きにわ
たり、地域福祉の向上に貢献され、社会福祉協議会
の運営・活動に尽力されました。�

元小売物価統計調査員�

濱野八重子さん（72）�

家族の支えがあって
の受章です�

藍綬褒章�
（統計調査功労）�

元田平町消防団長�

辻　盛雄さん（75）�

　昭和24年１月に、南田平村消防団に入団以来、平
成17年９月に退団するまでの56年９か月の長きに
わたり、分団長、副団長、団長を歴任され、地域住
民の生命・財産の保護に尽力されました。�
　また、平成４年から民生委員・児童委員として活
動されており、現在も社会福祉、児童福祉の向上に
貢献されています。�

先輩や団員�
みんなのおかげです�

瑞宝双光章�
（消防功労）�

受章の喜びで�
感無量です�

旭日双光章�
（地方自治功労）�

平戸市漁業協同組合�
代表理事組合長�
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活動ＤＡＴＡ�

クラブ紹介�

「キャッチボールから始めませんか？�
　　　一緒に楽しくプレーしましょう！」�

「音楽に合わせた手旗信号で�
                   健康づくりをしませんか？」�
�

　大島村スローピッチ愛好会は、平成元年に発足し、今年
で活動19年目を迎えています。ソフトボール協会長杯、市
民体育祭など、市内で行われる
大会に毎年積極的に出場してい
ます。いまだ優勝杯を手にした
ことが無く、今年は、まず１勝
することを目標にチーム一丸と
なって練習に励んでいます。何
よりもチームワークを大切にし
ており、部員同士の仲が良いチ
ームです。不定期ですが、道路
脇の草刈など、地域活動も行っ
ています。40歳を過ぎたみな
さん、興味がある人は一度気軽
に遊びに来ませんか。グラウン
ドでお待ちしています。�

�
�

　手旗信号クラブは、歌謡曲などに海軍の手旗信号のルー
ルに従った振り付けを行い、紅白の旗を両手に持って、み
んなで楽しく踊るクラブです。練習の成果は、老人ホーム
やグループホームで行われる誕生会、文化祭などで披露し
ています。「同期の桜」
や「無法松の一生」、「き
よしのズンドコ節」など、
現在では35曲のレパー
トリーが完成しました。
初めは、軽い運動でも
しようかとの思いで始
まったこの活動ですが、
体を動かすことによっ
て体調が良くなったと
いうメンバーもいます。
興味がある人はご連絡
ください。�

�

活 動 日／月・金曜日　�
　　　　　午後１時30分～午後３時�
活動会場／生月町中央公民館�
対 象 者／市内に住む成人なら、どなたでもＯＫ�
連 絡 先／代表宅　　53-1428�
部 員 数／22人�
参 加 費／無料�
代　　表／代表　山浦福義さん（生月町壱部浦）�
�
�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

■■活動ＤＡＴＡ■■�

活 動 日／月・木曜日(４月～10月のみ)　�
　　　　　午後７時～午後９時�
活動会場／大島中学校グラウンド�
対 象 者／40歳以上�
連 絡 先／監督宅　　55-2412�
部 員 数／17人�
参 加 費／月額　1,000円�
代　　表／監督　石見清一さん（大島村的山川内）�
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シャイン�

井元　美和子さん（23歳・田助町）�
いのもと　　　  み わ こ�

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？�
「平戸のわっかもん」�
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。��
「クラブ紹介」�
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲
載を希望する団体は下記までご連絡ください。��
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」�
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲
載のご予約は、お気軽に、お早めに。�
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前
を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載するとは限り
ませんのでご了承ください。�

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

募集しています
�

■勤務先�

　ダンススタジオ「ＳＨＩＮＥ」�

■ニックネーム�

　☆ミワ☆�

■性格は？�

　明るく元気�

■趣味・特技�

　音楽鑑賞・ダンス�

「ダンスを通じて�
　　　　　平戸を盛り上げたいです☆」�

★お誕生日おめでとう！★�

　ダンスが大好きだったという井元さんは、高校時代
に体操同好会に入部。高校３年生のときには全国大会
に出場し、優勝した経験もあるとか。高校卒業後は、
ダンスのインストラクターやバックダンサーなど、関
東・九州を中心に活動していたそうです。その後、平
戸に帰郷し、念願だったダンススクールを今年５月に
開講。「ダンスを通じて、若い子が平戸に残り、活気
溢れる町になるよう盛り上げたい」と話していました。�

長嶋　莉央ちゃん�
  　　  （H18.６.15生）�

ながしま　　  り　お�

～寛史さん・千春さんの長女～�
≪大久保町≫�

丸田　一仁くん�
  　　  （H18.６.20生）�

�

まる た 　 　かずのり�

～米満さん・明美さんの長男～�
≪大島村大根坂≫�

�
�

明るく元気いっぱいな�
男の子になってネ！�
明るく元気いっぱいな�
男の子になってネ！�

いつも笑顔で元気に育ってネ！�
�

いつも笑顔で元気に育ってネ！�
�

友倉　直太朗くん�
  　　  （Ｈ18.６.2生）�

ともくら　  なお た ろう�

～淳己さん・円美さんの次男～�
≪田平町山内免≫ �

�

わが家で一番食いしん坊。�
大きくな～れ！�

�

わが家で一番食いしん坊。�
大きくな～れ！�

�

vol.20
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■おはなし会　毎週土曜日　午後２時～　�

■赤ちゃんおはなし会　12日（火）　午前10時30分～�

※市立図書館の本は、各公民館をとおして貸出や返却ができます。詳しくは、図書館・各公民館などの図書室へお尋ねください。�

平戸図書館�

■ジュネラル・ルージュの凱旋／海堂　尊�
■建てて、いい？／中島たい子�
■Ｇボーイズ冬戦争／石田　衣良�
■玻璃の天／北村　薫�
■しずく／西　加奈子�
■まんまこと／畠中　恵�
■世なおしトークあれこれ／美輪　明宏�
■玄海の小島に生まれて／森　　優�
■がばいばあちゃんの勇気がわく50の言葉／島田　洋七�
■夜まわり先生のねがい／水谷　修�
■発達障害に気づいて育てる完全ガイド／黒澤　礼子�
■ほりえさんちの安全ごはんと離乳食／ほりえさわこ�
■重曹＋ナチュラル素材安心！きれいな！�
　　　　　　　　　　　　　暮らしのレシピ／学　研�
■日本はなぜ世界で一番クジラを殺すのか／星川　淳�
■長崎昭和レトロ冩眞館　ガマンせんば！�
　　　　　だれもがそんな時代だった。／長崎新聞社�

［６月の休館日］�
　毎週月曜日(4日・11日・18日・25日）�
　�

一
　
般
　
書�

■あおいかさ／いしいつとむ�
■おふろ／出久根　育�
■のらさんと5ひきのこねこたち／にしまきかやこ�
■おかしのくにのうさこちゃん／ディック・ブルーナ�
■とびきりおいしいスープができた／ヘレン・クーパー�
■公爵夫人のふわふわケーキ／ヴァージニア・カール�
■としょかんライオン／ケビン・ホークス�
■紙しばい屋さん／アレン・セイ�
■つるばら村の理容師さん／茂市久美子　　�
■龍のすむ森／竹内もと代�
■子っこヤギのむこうに／加藤　多一�
■タランの白鳥／神沢　利子�
■ファンタージエン　夜の魂／ウルリケ・シュヴァイケルト�
■ニッポンの心意気／吉岡　忍　�
■かまぼこの絵本／のむらあきら�

児
　
童
　
書�

■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など） ２日・16日・23日�
■映画会　９日（土）�
　・トムとジェリー �
�
■七夕作り　30日（土）�

永田記念図書館�

■らくらく　かんたん　ぺープサート／阿部　恵�
■ひもとロープの結び方大事典／木暮　幹雄�
■見た目が大事！アンチエイジニグで�
　　　　　　メタボリックを撃退／青木　晃・友利　新�
■｢ガンにならない｣私の心の習慣／斎藤　茂太�
■リフォーム　キッチン＆バス・トイレ2007／学研�
■ぜったいデキます！ＣＤ＆ＤＶＤ作成／オンサイト�
■ひとりごはん／検見�　聡美�
■梅ぢから｢梅力｣びん干し梅干しから梅酢みそまで／�
　　　　　　　　　　　　　　　藤　清光・中山　美鈴�
■かんたんかわいいお菓子／長谷部稚菜・岡田由里子�
■菊つくり　なんでも相談室／上村　遙�
■かわいい段ボール家具／石倉ヒロユキ�
■800／川島　誠�
■朝日のようにさわやかに／恩田　陸�
■小学五年生／重松　清�
■夢を与える／綿矢　りさ�

『長　新太　こどもの�
くにのあなきすと』�
�

［６月の休館日］�
　毎週月曜日(4日・11日・18日・25日）�

一
　
般
　
書�

■まって　まって／ふくちのぶお�
■こおりのしまのペンタ／鎌田　暢子�
■みんなくるくるさかのみち／東郷　聖美�
■あかいじどうしゃ　よんまるさん／堀川　真�
■うめのみとり／城芽ハヤト�
■くさのむし　かめむし／吉谷　昭憲�
■アリクイサスライアリ／稲田　務�
■くもりのちはれ　せんたくかあちゃん／さとうわきこ�
■ハルとカミナリ／ちばみなこ �
■かみなりコゴロウ／とよたかずひこ�
■竜神七子の冒険／越水利江子�
■いけっ！ぼくのハヤテ／矢部美智代�
■｢自然とあそぼう｣おへそがないよ／中嶋　博和�
■｢自然とあそぼう｣さあへんしんだ／中嶋　博和�
■｢自然とあそぼう｣にんじゃだぞ／中嶋　博和�

児
　
童
　
書�

文／長　新太　他�
出版社／河出書房新社�

　絵本作家の長新太さんを偲んで出
版された本です。未収録作品や五味
太郎さんとの対話など、バラエティ
にとんだ本になっています。なぜ子
供たちに人気があるのか、のぞいて
みませんか？�

　寝肥、ニロ女、かみなり、山地乳。
小股潜りの又市が、初めて見せる御行
姿。明治へ続く巷説が、ここから始ま
る百物語。�

　もう10代も終わろうとして
いるのに、キキは何か物足り
ないのです。ついつい、いら
いら、いらいら。大事な魔法
も逃げていきそう。キキに再
び心弾む、いきいきとした日
はやってくるのでしょうか？�

『ジロがなく』�
作・絵／山下ケンジ�
出版社／講談社�

　なかない犬、ジロ。いつも周
りをジロリと、にらむからそん
な名前がついたジロ。仲間の危
機に吠え自分がおとりになろう
としますが…。あっと驚くなき
ごえに、おもわずにっこりでき
る絵本です。�

『前巷説百物語』�
著者名／京極　夏彦�
出版社／角川書店�

『魔女の宅急便  その5�
　魔女のとまり木』　�
著者名／角野　栄子�
出版社／福音館書店�

※ゆめホールの大スクリーンにて上映します。�

22-4017 28-0128
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新着図書紹介� このほかたくさんの�
新着図書があります!!

みんなの図書館�みんなの図書館�
としょかん�



����

　
平
成
14
年
度
か
ら
５
年
間
の
期
間
を

定
め
て
毎
年
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら
前
年
度

で
終
了
し
た
検
診
で
し
た
が
、
未
受
診

者
が
い
る
こ
と
か
ら
今
年
度
も
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。�

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
慢

性
肝
炎
に
な
る
人
も
多
く
、
さ
ら
に
一

部
の
人
で
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
と
進

行
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
検

査
を
受
け
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
進
行

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。�

○
対
象
者�

・
過
去
５
年
間
の
検
診
対
象
者
で
受
診

　
し
て
い
な
い
人�

・
今
年
度
40
歳
に
達
す
る
人�

※
な
お
、
過
去
に
受
け
た
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。�

����

　
統
合
失
調
症
の
人
の
家
族
を
対
象
に

「
家
族
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族

自
身
が
、
余
裕
を
取
り
戻
し
〝
ホ
ッ
〞

と
す
る
こ
と
は
、
本
人
へ
も
良
い
影
響

を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
、
病
気
の
こ
と
、
本
人
と
の
接
し

方
、
将
来
の
こ
と
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

を
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

○
と
　
き
　
６
月
〜
９
月（
全
４
回)�

○
と
こ
ろ
　
県
北
保
健
所�

○
参
加
費
　
無
料�

　�

���

　
在
宅
療
養
中
の
精
神
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、
活
動

の
場
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
を
市

内
各
地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

○
と
こ
ろ�

　
大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
田
平
町

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
・
ケ
ア
平

戸
、
北
部
公
民
館
ほ
か�

○
開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

※
内
容
に
よ
っ
て
、
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。�

○
内
　
容
　
調
理
実
習
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ミ
ニ
講
話
な
ど�

※
開
催
日
・
場
所
は
、
毎
月「
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。�

前立腺がん検診を受けましょう�

『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
』を�

　
　
　
　 

受
け
ま
し
ょ
う�

　前立腺がんは、前立腺肥大症とともに、中高年の男性にお

いて注意すべき前立腺の病気の一つです。前立腺がんは主に

外腺（辺縁領域）に発生します。ほかの臓器のがんとは異な

り、ゆっくりと進行するため、早期に発見できれば、ほかの

がんに比べて治りやすいがんであるといえます。�

�しかし、初期には自覚症状がほとんどないため、発見が遅

れることがあります。進行すると最終的には骨やほかの臓器

にまで転移することがあるので、早期に発見し、適切な治療

を行うことが大切です。�

　前立腺がんを早期に発見する検査の中でも、ＰＳＡ検査

（腫瘍マーカー・前立腺特異抗原検査）は、少量の血液で前

立腺がんの早期発見が可能な、極めて信頼性の高い検査です。

基本健診時に採血した血液を使って検査ができます。この機

会にぜひ検査されることをお勧めします。�

『
統
合
失
調
症
家
族
教
室
』�

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？�

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
』に�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

対象者�

料　金�

基本健診を受ける50歳以上の男性�

1,500円�
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サン・ケア平戸通信�サン・ケア平戸通信�
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） �

　28－1000　�
■生月支所市民生活課福祉保健班�

  　53－2111
■田平町福祉保健センター�

　　57－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班�

 　　55－2511



Vol.20

■名　　　称　紺糸威肩白赤胴丸�

■種　　　別　国指定文化財（工芸品）�

■指定年月日　昭和63年６月６日�

■所　有　者　(財)松浦史料博物館�

■所　在　地　平戸市鏡川町12

文化財ＤＡＴA

■名　　　称�

　資始具足一領・大哉具足一領�

■種　　　別�

　県指定有形文化財(工芸品)�

■指定年月日�

　昭和43年４月23日�

■所　有　者�

　(財)松浦史料博物館�

■所　在　地�

　平戸市鏡川町12

文化財ＤＡＴA

�����������

　「
胴
丸
」と
呼
ば
れ
る
鎧
は
、
徒
歩
で
戦

う
武
士
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
馬
上
で

戦
う
武
士
の
身
に
つ
け
る「
大
鎧
」と
呼
ば

れ
る
鎧
の
よ
う
に
兜
や
大
袖
は
つ
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
戦
い
方
の
変
化
に
よ

り
南
北
朝
時
代
以
降
に
は「
胴
丸
」に
兜
や

大
袖
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
品
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
室
町
時

代
と
推
定
さ
れ
、
兜
と
大
袖
は
後
の
時
代�

�

���������

に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
胴
の
威
毛
は
白
、
赤
、
白
で
、
こ
れ
に

合
わ
せ
大
袖
も
同
様
に
丁
寧
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
鎧
の
国
指
定
文
化

財（
工
芸
品
）は
ほ
か
に
な
く
、
貴
重
な
も

の
で
す
。
も
と
も
と
は
大
友
宗
麟
が
所
有

し
て
い
ま
し
た
が
、
松
浦
家
第
26
代
鎮
信

（
法
印
）に
贈
ら
れ
、
代
々
受
け
継
が
れ
た

も
の
で
す
。�

 

� �������

�
国
指
定
文
化
財（
工
芸
品
）�
�

　�　
「
具
足
」
と
呼
ば
れ
る
鎧
は
、
鉄
砲
や

集
団
戦
で
戦
う
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
「
大
鎧
」
や
「
胴
丸
」
に
は
な
い

小
具
足
と
呼
ば
れ
る
、
顔
面
、
の
ど
、

脛
な
ど
を
守
る
防
具
が
付
け
加
え
ら
れ
、

全
身
を
防
御
す
る
意
識
が
伺
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
兜
も
敵
味
方
の
区
別
が
わ
か
り

や
す
い
様
に
今
ま
で
に
な
い
形
の
も
の

が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
品
も
兜
の

後
立
に
は
白
熊
が
付
け
ら
れ
斬
新
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
資
始
具
足
は
松
浦
家
第
29
代
鎮
信（
天

祥
）が
製
作
し
ま
し
た
が
、
経
年
に
よ
り

傷
ん
で
い
た
も
の
を
松
浦
家
第
34
代
清（
静

山
）が
修
復
し
愛
用
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
胴
部
に
書
か
れ
た
文
字
の
「
資
始
」

や
次
に
紹
介
す
る「
大
哉
」は
、
易
経
本
義
・

上
彖
伝(

儒
教
の
本)

の
「
大
哉
乾
元
万
物

資
始
乃
統
天
」か
ら
採
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。�

��

お
お
と
も
そ
う
り
ん�

こ   

ぐ   

そ
く�

こ
ぐ
そ
く�

紺
糸
威
肩
白
赤
胴
丸�

県
指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
）�

資
始
具
足
一
領�

県
指
定
有
形
文
化
財（
工
芸
品
）�

大
哉
具
足
一
領�

　
松
浦
家
第
29
代
鎮
信（
天
祥
）が
製
作
し
、

愛
用
し
た
と
さ
れ
る
「
具
足
」
で
す
。
胴

に
書
か
れ
た
「
大
哉
」
は
山
鹿
素
行
の
書

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
兜
に
は
意

匠
を
凝
ら
し
、
前
立
に
は
銀
の
蜻
蛉（
別

名
：
勝
虫
）を
つ
け
、
鍬
形
の
台
に
は
銀

で
松
浦
家
の
家
紋
で
あ
る
梶
の
葉
の
紋

を
つ
け
て
い
ま
す
。�

※
本
品
と
紺
糸
威
肩
白
赤
胴
丸
は
、
現
在
、

松
浦
史
料
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

侍
時
代
の
遺
産�

〜
胴
丸
・
具
足
〜�

た
い
さ
い
ぐ
そ
く
い
ち
り
ょ
う�

す
け
は
る
ぐ
そ
く
い
ち
り
ょ
う�

こ
ん 

い
と
お
ど
し
か
た
し
ろ  

あ
か 
ど
う 

ま
る�

す
け
は
る�

た
い
さ
い�

え
き
ぎ
ょ
う�

ほ
ん
ぎ�

じ
ょ
う
た
ん
で
ん�

と
ん
　
ぼ�

か
つ
む
し�
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■保険福祉課国保年金班（　内線2590）■佐世保社会保険事務所（　0956-34-1141）�

！�年金�年金�
おしえて�

年金�
おしえて�

　�

■今月のオランダ語ワンポイントレッスン�
Broer(ブルール)＝兄弟　　�

Zus(ズッス)＝姉妹�

　先月号で、オランダの料理は、

いろいろな国の料理を取り入

れて作られていると書きました。

これは料理に限らず、オラン

ダ人自身にも言えます。オラ

ンダ以外の国で生まれて、後

からオランダ人になった人が

たくさんいるからです。�

国際交流員�

イムケ・シモニスさん�

　ご自身の年金加入記録を確認したい時は、インターネットでいつでも閲覧できる「年金個人情

報提供サービス」が便利です。ユーザーID・パスワードを取得してご自身の年金加入記録を確認

しませんか。�

○これまでの年金加入期間について、以下の記録をご確認いただけます。�
　①これまで加入されている公的年金制度の加入履歴�

　　（加入制度、事業所名称、資格取得・喪失年月日、加入月数など）�

　②国民年金の保険料納付状況�

　③厚生年金・船員保険の標準報酬月額、標準賞与額など�

　※提供する年金加入記録は毎月1回更新します。�

○社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）で�
　24時間いつでも確認ができます。�
　　登録の際は基礎年金番号が必要となりますので、年金手帳または基礎年金番号通知書をご用

　意ください。�

　※年金手帳などを紛失した場合は再発行することができますので、佐世保社会保険事務所にご

　　相談ください。�

　オランダでは、現在の養子制度が始まった50年前から、６万人

以上の子どもが、新しい家族に養子として受け入れられています。

もちろん、その中にはオランダで生まれた子どももいますが、約

５万人は外国で生まれ、養子としてオランダにやって来た子ども

たちです。オランダでは、子どもを欲しい時に、自分たちで産ま

なくても、世界の国々から子どもを受け入れるという考え方が定

着しています。�

　しかし、そんなオランダでも、養子を受け入れるのはそう簡単

なことではありません。なぜなら、養子になる子どもの幸せを一

番に考えるため、養親を希望する人に対し、厳しい審査があるか

らです。養親を希望する人は、申し込みの後、ミーティングに参

加したり、家庭訪問を受けたりします。その結果、許可を受けな

ければ養親になれません。また、許可をもらった後でも、養子が

来るまで長く時間がかかるようです。�

　私は、日本に来るまで、外国から養子を受け入れることは、特

別なことではないと思っていました。私は５人兄弟で、姉が１人、

妹が１人と弟が２人います。実は、妹と弟１人はインドネシア出

身です。二人とも赤ちゃんの時に私たち家族のもとへやって来て、

私の妹と弟になりました。日本で、この家族構成について話して

みると、びっくりする人が多いようです。�

�

「年金加入記録提供サービスの�
　　　　　　　　　　お知らせ」�
�
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風
の
辻�

ぐ
る
ぐ
る
公
園�

博物館�
「島の館」�

至
生
月
大
橋�

舘
浦�

42
神の川ダム�

■お問い合わせ　文化振興課和蘭商館復元推進班（　内線2635）�

平戸オランダ商館風説書�

383
〒�

消防署�

上
中
津
良
公
会
堂�

至
平
戸
市
街
地�

至
津
吉
・
宮
の
浦�

至
猪
渡
谷�

中
津
良
小
学
校�

204

上
亀
公
民
館�

中田平駅�

至松浦市�

至
平
戸
大
橋�

上
亀
橋�

田平東小学校�

～連合オランダ東インド会社（ＶＯＣ）とは （１）～�

▲連合オランダ東インド会社�
　ホールン・カーメル�

　現代風に言えば、平戸オランダ商館は「連合オランダ東インド会社」の日本支店といったところでし

ょうか。このょうか。この「連合「連合オランダ東ダ東インド会社」会社」とは、どのような会社だったのでしょうとは、どのような会社だったのでしょう。�

　海外進出が盛んに行われ始めた　海外進出が盛んに行われ始めた16世紀後半、オランダでは競って貿易会社が設立されました世紀後半、オランダでは競って貿易会社が設立されました。し。し

かし、貿易会社が乱立したことによる過当競争で、利益がかし、貿易会社が乱立したことによる過当競争で、利益が上がらなくなること心を配した上がらなくなること心を配したオランダオランダ

連邦議会は、海外交易を強力に進めるために貿易会社を統連邦議会は、海外交易を強力に進めるために貿易会社を統合し、合し、16021602年「連合「連合オランダ東ダ東インド会社」会社」

を設立しました。を設立しました。この会社には交易先の現地政府との交渉権、軍事力の行使、植民地の経営権など、

国家権力に等しい権限が与えられました。この連合会社は国家権力に等しい権限が与えられました。この連合会社はアムステルダムを中心に、ホーアムステルダムを中心に、ホールン、エルン、エ

ンクハイゼン、デルフト、ロッテルダム、ミッテルブルフンクハイゼン、デルフト、ロッテルダム、ミッテルブルフの６つの地区に置かれたカーメの６つの地区に置かれたカーメル（支部）（支部）

から成り、それぞれの代表者で構成されたから成り、それぞれの代表者で構成された「1717人会」人会」と呼ばれる重役と呼ばれる重役

会が最高機関でした。この「連合オランダ東インド会社」は、世界で初

めての株式会社としても知られていますめての株式会社としても知られています。�

　さて、　さて、「連合「連合オランダ東ダ東インド会社」会社」の「東「東インド」とは具体的にどの地とは具体的にどの地

域を指すかご存知ですか？大航海時代、アフリカ大陸南端域を指すかご存知ですか？大航海時代、アフリカ大陸南端の喜望峰の喜望峰

から東、南米大陸の南端マゼラン海峡から西の海域、現在から東、南米大陸の南端マゼラン海峡から西の海域、現在で言えばで言えば

インド洋から太平洋にまたがる広大な海域を、インド洋から太平洋にまたがる広大な海域を、「東「東インド」と定めてい定めてい

ました。その中でも、貿易の中心は主に東南アジアでしたました。その中でも、貿易の中心は主に東南アジアでした。�

　現代風に言えば、平戸オランダ商館は「連合オランダ東インド会社」の日本支店といったところでし

ょうか。この「連合オランダ東インド会社」とは、どのような会社だったのでしょう。�

　海外進出が盛んに行われ始めた16世紀後半、オランダでは競って貿易会社が設立されました。し

かし、貿易会社が乱立したことによる過当競争で、利益が上がらなくなることを心配したオランダ

連邦議会は、海外交易を強力に進めるために貿易会社を統合し、1602年「連合オランダ東インド会社」

を設立しました。この会社には交易先の現地政府との交渉権、軍事力の行使、植民地の経営権など、

国家権力に等しい権限が与えられました。この連合会社はアムステルダムを中心に、ホールン、エ

ンクハイゼン、デルフト、ロッテルダム、ミッテルブルフの６つの地区に置かれたカーメル（支部）

から成り、それぞれの代表者で構成された「17人会」と呼ばれる重役

会が最高機関でした。この「連合オランダ東インド会社」は、世界で初

めての株式会社としても知られています。�

　さて、「連合オランダ東インド会社」の「東インド」とは具体的にどの地

域を指すかご存知ですか？大航海時代、アフリカ大陸南端の喜望峰

から東、南米大陸の南端マゼラン海峡から西の海域、現在で言えば

インド洋から太平洋にまたがる広大な海域を、「東インド」と定めてい

ました。その中でも、貿易の中心は主に東南アジアでした。�

１．ホタルのことを調べてから見に行こう！�

２．車のライトや懐中電灯はすぐに消すようにしよう！�

３．静かに眺めよう！�

４．ホタルを捕るのはやめよう！�

５．ごみは必ず持ち帰ろう！�

ホタルを見るときは�

平戸地区中津良川一帯�

田平地区上亀橋周辺�

生月地区神の川ダム周辺�

�

・見ごろ　５月中旬～６月上旬�
　　　　　午後８時ごろ～午後10時ごろ�

ホタルは、風が吹いたり雨が降ると、飛ぶ数が減り

ます。ホタル観察に行く時は、天気を確かめましょう。�

・見ごろ　５月中旬～６月上旬�
　　　　　午後７時30分ごろ～午後９時30分ごろ�

・見ごろ　６月上旬～６月下旬�
　　　　　　午後８時ごろ～午後９時ごろ�
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�����

　「
な
が
さ
き
農
林
業
大
賞
」は
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
て
、
魅
力
あ
る
農
林

業
を
展
開
し
、
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
て

い
る
農
林
業
者
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
す

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。�

　
受
賞
者
の
特
典
と
し
て
、
そ
の
功
績

を
幅
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
へ
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
表
彰
式
イ
ベ
ン
ト
や
ト

ッ
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
フ
ェ
ア（
大
型
商
業

施
設
で
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
）へ
の
参
加
な

ど
が
あ
り
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
薦
他
薦

を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

○
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
マ
ー（
個
人
）部
門�

①
野
菜
部
門
②
果
樹
部
門
③
花
き
部
門

④
畜
産
部
門
⑤
農
産
部
門
⑥
特
産
部
門

⑦
林
産
部
門
⑧
し
ま
の
農
林
業
経
営
部

門�　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課
に

参
加
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
６
月

15
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。�

　
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
部
門
以
外
に
も

組
織
・
地
域
で
の
参
加
部
門
も
あ
り
ま

す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、
農
林
課
農
務

班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
中
堅
所

得
者
向
け
の
住
宅
で
、
所
得
制
限
に
よ

っ
て
ほ
か
の
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
な

い
世
帯
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
で

す
。�

　
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
総

務
住
宅
班
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

○
募
集
戸
数
　
3
戸
　
生
月
地
区�

・
み
な
み
ヶ
丘
団
地
　
１
戸�

・
代
作
団
地
　
２
戸�

※
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

○
申
込
期
限
　
６
月
15
日（
金)�

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。�

○
申
込
資
格
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

　
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

①
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る�

親
族
が
あ
る
こ
と�

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と�

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と�

○
添
付
書
類
　�

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所

　
得
証
明
書�

②
納
税
証
明
書�

③
住
民
票
謄
本�

○
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る
応�

募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。�

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

　
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

○
入
居
予
定
日
　
６
月
下
旬�

※
入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ�

と
が
な
い
よ
う
、
十
分
検
討
の
上

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

�����

　
平
成
20
年
度
長
崎
県
公
立
学
校
教
員

採
用
選
考
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。�

○
選
考
を
行
う
校
種
・
職�

　
※（
　
）内
は
、
採
用
予
定
数�

①
小
学
校
教
諭（
35
人
）�

②
中
学
校
教
諭（
40
人
）�

③
高
等
学
校
教
諭（
45
人
）�

④
特
別
支
援
学
校
教
諭（
20
人
）�

⑤
養
護
教
諭（
５
人
）�

　
教
科
・
科
目
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

※
注
意
　�

・
教
科
に
よ
っ
て
は
、
志
願
校
種
と
異�

な
る
学
校
に
採
用
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。�

・
他
校
種
お
よ
び
他
教
科
・
科
目
と
の

　
重
複
出
願
は
認
め
ま
せ
ん
。�

○
出
願
資
格�

①
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
人�

②
志
願
種
別
の
教
諭
普
通
免
許
状
を
持�

っ
て
い
る
人（
平
成
20
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
。以
下

同
じ
）�

※
特
別
支
援
学
校
教
諭
に
つ
い
て
は
、�

小
・
中
・
高
の
い
ず
れ
か
の
教
諭

普
通
免
許
状
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

特
別
支
援
学
校
の
教
諭
普
通
免
許

状
を
持
っ
て
い
る
か
、
採
用
後
に

取
得
す
る
意
思
の
あ
る
人�

③
学
校
教
育
法
第
９
条
お
よ
び
地
方
公

　
務
員
法
第
16
条
の
各
号
の
規
定
に
該

　
当
し
な
い
人�

○
出
願
期
間�

▼
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
場
合�

　
５
月
28
日（
月
）〜
６
月
13
日（
水
）�

▼
電
子
申
請
す
る
場
合�

　
５
月
28
日（
月
）〜
６
月
11
日（
月
）�

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
学
校
教�

育
課
指
導
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班�

 
内
線
2
2
8
3
�

�

「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」�

入
居
者
募
集�

�

問�

農
林
課
農
務
班�

�
　
内
線
2
2
5
8

な
が
さ
き
農
林
業
大
賞
が�

実
施
さ
れ
ま
す
！�

�

問�

学
校
教
育
課
指
導
班�

 
内
線
２
6
1
1

県
公
立
学
校
教
員�

採
用
選
考
試
験
の
お
知
ら
せ�

�

問�

�
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企
画
課
企
画
調
整
班�

　�
内
線
２
3
3
8

ご
応
募
お
気
軽
に
！�

研
修
参
加
希
望
者
を
募
集
！�

問�

�����

　（
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催

の
各
種
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
、
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
会
で
す
。�

○
募
集
人
員
　
各
テ
ー
マ
に
つ
き
２
人

　
程
度�

○
対
象
者
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

　
た
す
人�

①
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
満
18
歳

　
以
上（
学
生
を
除
き
ま
す
）の
人�

②
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化�

　
な
ど
に
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

　
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人�

③
研
修
終
了
後
、
速
や
か
に
研
修
レ
ポ

　
ー
ト（
感
想
な
ど
）を
提
出
で
き
る
人�

○
費
　
用
　
旅
費
・
負
担
金
は
、
市
の

　
規
定
に
基
づ
き
市
が
負
担
し
ま
す
。�

○
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項�

と
参
加
し
た
い
理
由
を
記
入
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
用
紙
は
、
企
画
課
企
画
調
整
班
、

各
支
所
総
務
企
画
課
、
各
出
張
所

に
準
備
し
て
い
ま
す
。�

　
　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://�

w
w
w
.city
.h
irad
o
.n
ag
asak

i.jp
/

）

の「
お
知
ら
せ
・
ご
案
内
―
募
集
―

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
参

加
者
募
集
」か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。�

○
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て�

　
申
込
書
に
よ
り
収
集
し
た
個
人

情
報
は
、
当
該
事
務
の
み
に
利
用

す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
目

的
に
利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
申
請
者
に
対
し
同
意
し
て
い

た
だ
け
る
か
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

○
提
出
先
　
企
画
課
企
画
調
整
班
、
各

　
支
所
総
務
企
画
課
、
各
出
張
所�

○
申
込
締
切
　
６
月
20
日（
水
）必
着�

※
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容
は
、
事�

情
に
よ
り
変
更
や
中
止
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。�

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
な

　
り
ま
す
。�

※
本
研
修
会
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い�

ま
す
の
で
、
今
年
度
参
加
が
で
き

な
い
場
合
は
、
次
回
募
集
の
際
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
研
修
の
内
容
は
、
実
際
に
研
修
が
開�

催
さ
れ
る
１
か
月
前
に
な
ら
な
け

れ
ば
分
り
ま
せ
ん
。�

※
研
修
日
数
は
、
２
日
間
ま
た
は
３
日�

間
で
す
が
、
開
催
場
所
に
よ
り
前

後
に
移
動
日
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�

研 修 テ ー マ 　 　 　 　 　 　 　 開 催 時 期　日数　 　 研 修 場 所 �

■平成19年度研修スケジュール予定表�

平成19年８月�

平成19年８月�

平成19年９月�

平成19年９月�

平成19年９月�

平成19年10月�

平成19年10月�

平成19年10月�

平成19年11月�

平成19年12月�

平成19年12月�

平成19年12月�

平成20年２月�

平成20年２月�

２日�

２日�

２日�

２日�

２日�

２日�

３日�

２日�

３日�

２日�

２日�

２日�

２日�

２日�

電源地域振興センター�
（東京都）�
�

国内先進地�

電源地域振興センター�
（東京都）�
�

国内先進地�

東京都近郊�

国内先進地�

�

電源地域振興センター�
（東京都）�
�
�

東京都近郊�

電源地域振興センター�
（東京都）�

～自然に優しい環境づくり～�

「脱温暖化社会」と「循環型社会」の構築を目指して�

少子高齢化社会における地域づくりを学ぶ�

水産業の担い手・経営安定化対策を学ぶ�

中心市街地活性化対策を学ぶ�

持続可能な自治体運営を学ぶ�

地域福祉のあり方を学ぶ�

ツーリズム入門講座（先進地に学ぶ）�

地域特性を活かした特産品の開発･改良を考える（東京　）�

観光からのまちづくりを学ぶ�

～住民参加の地域づくり～�

まちづくりワークショップの進め方を学ぶ�

安全に暮らせるまちづくり�

～地域における防災コミュニティを考える～�

農業の担い手対策と直販を学ぶ�

地域特性を活かした特産品の開発･改良を考える（東京　）�

新しい地域づくりを学ぶ�

～行政とNPO、コミュニティ・ビジネスとの協働～�
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福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班�

 �
内
線
２
５
7
6

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を�

お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ�

問�

�

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
班�

 �
内
線
２
5
7
0

児
童
手
当
の
現
況
届
け
は�

６
月
29
日（
金
）ま
で
に
！�
�

問�

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
班�

 �
内
線
2
5
6
4

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
と�

自
動
車
改
造
助
成
事
業
を�

始
め
ま
し
た�

�
問�

野村野村  啓子啓子  先生先生�

�

野村  啓子  氏�
大阪府公立中学校の保

健体育教諭。テレビ（Ｎ

ＨＫ・関西）で、「命の授

業」が紹介される。講

演活動などで活躍中。�

の むら� けい こ�

������

　
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
は
聴
覚
障
害

者
な
ど
に
対
し
、
年
６
回
を
限
度
と
し

て
手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。�

　
ま
た
、
自
動
車
改
造
助
成
事
業
は
上

肢
・
下
肢
の
障
害
者
な
ど
に
対
し
、
自

動
車
改
造
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
10

万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
す
る
事
業
で

す
。�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
福
祉
事�

務
所
障
害
福
祉
班
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
福
祉
医
療
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

医
療
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福

祉
の
充
実
と
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。�

　
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
資
格
認
定

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。�

○
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度�

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級�

※
老
人
医
療
該
当
者
を
含
み
ま
す
。�

▼
療
育
手
帳
Ａ
１
〜
Ｂ
２�

※
Ｂ
２
に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
該
当

　
者
を
含
み
ま
せ
ん
。�

○
申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
身
体
障
害

　
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
②
健
康
保

　
険
証
③
金
融
機
関
の
通
帳（
郵
便
局

　
以
外
の
も
の
）④
印
か
ん�

○
申
請
窓
口
　
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉

　
班
・
各
支
所
市
民
生
活
課
福
祉
保
健

　
班
・
各
出
張
所�

�����

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

期
間
中
に「
児
童
手
当
現
況
届
」の
提
出

が
必
要
で
す
。�

　
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。�

○
届
出
期
間�

　
６
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）�

○
届
出
場
所�

　
平
戸
北
部
地
区
　
福
祉
事
務
所
　�

　
平
戸
中
部
地
区
　
中
部
出
張
所
　�

　
平
戸
南
部
地
区
　
南
部
出
張
所�

　
生
月
地
区
　
　
　
生
月
支
所
・
舘
浦�

　
　
　
　
　
　
　
　
出
張
所�

　
田
平
地
区
　
　
　
田
平
支
所�

　
大
島
地
区
　
　
　
大
島
支
所�

○
持
参
す
る
も
の
　
①
現
況
届
②
同
意�

書
③
印
か
ん
④
健
康
保
険
証
ま
た

は
年
金
加
入
証
明
書�

※
現
在
本
市
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
子�

ど
も
と
別
居
し
て
い
る
人
や
、
平

成
19
年
１
月
１
日
に
平
戸
市
に
住

所
が
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
や
住
民
票
を
提
出
し
て
頂

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
児
童
福
祉�

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

������

男女共同参画学習会に�
　　　　　参加しませんか�

お問い合わせ�
企画課地域振興班企画課地域振興班（1内線内線23355）�
お問い合わせ�
企画課地域振興班（　内線2335）�

　一見何もないような子どもたちも多くの問題を抱えていることが

あります。いじめ・不登校・自殺・親子関係などさまざまな問題が

世間を騒がせています。今、必要とされているのは、子どもたちが

命の大切さを知ることです。�

　教育の最前線に立ち、活躍されている野村啓子先生と語り合って

みませんか。　　�

　お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。�

演　題　『人間の生と性を考える』　現場から見えるものは…�

講　師　野村　啓子 氏�

と　き　６月30日（土）�

　　　　午後２時～�

ところ　北部公民館�

参加費　無料�
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�

農
林
課
農
務
班�

　�
内
線
２
２
５
９�

６
月
15
日
か
ら
は�

「
農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間
」�

問�

�����

　
国
か
ら
地
方
へ
税
源
が
移
譲
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
平
成
19
年
１
月
か
ら
所

得
税
、
６
月
か
ら
住
民
税
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
税
制
改
正
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
住
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。�

�������������������

�����

　
教
育
委
員
会
と
市
内
各
学
校
で
は
、

「
長
崎
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
」教
育
週
間

（
県
教
育
委
員
会
主
催
）に
あ
た
り
、
期

間
中
は
学
校
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
保

護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
、
学
校
の

取
り
組
み
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
授
業
参
観
や
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
、
教
師
と
の
語
り
合
い

の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の

学
校
へ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。�

○
期
　
間
　
６
月
下
旬
〜
７
月
31
日�

※
各
学
校
に
よ
り
開
催
期
間
が
異
な
り

　
ま
す
。
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
指
導

　
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
７
月
１
日
か
ら
翌
年
の
２
月
末
日
ま

で
飼
養
の
た
め
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。�

　
し
か
し
、
無
許
可
で
捕
獲
を
行
う
と
、

法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
捕

獲
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

○
捕
獲
対
象
鳥
獣
　
メ
ジ
ロ
（
１
世
帯

　
に
１
羽
）�

※
今
年
度
か
ら
、
ホ
オ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

　
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。�

○
捕
獲
の
方
法
　
と
り
も
ち
、
落
と
し

　
か
ご�

○
捕
獲
許
可
区
域
　
市
内
全
域
（
鳥
獣�

保
護
区
、
休
猟
区
、
自
然
公
園
、
自

然
休
養
林
、
風
致
地
区
な
ど
を
除
く
）�

○
鳥
獣
飼
養
登
録
手
数
料�

　
１
羽
に
つ
き
　
３
千
４
百
円�

�����

　
平
戸
市
で
は
６
月
15
日
か
ら
７
月
14

日
ま
で
の
１
か
月
間
を「
農
薬
危
害
防

止
運
動
月
間
」と
定
め
、
農
薬
事
故
を

防
止
す
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
使
う
前
に
、
必
ず
ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
、

　
注
意
事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。�

▼
散
布
の
際
は
、
防
除
衣
、
メ
ガ
ネ
、�

　
マ
ス
ク
な
ど
を
き
ち
ん
と
着
け
ま
し

　
ょ
う
。�

▼
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
き
や
周�

辺
作
物
、
用
排
水
路
の
こ
と
を
考
え
、

農
薬
の
飛
散
を
最
小
限
に
抑
え
、
近

接
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）の
作
物
、
周
辺

の
人
家
、
家
畜
、
河
川
な
ど
へ
の

影
響
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
農
薬
散
布
器
具
は
使
用
後
の
洗
浄
を�

徹
底
し
、
タ
ン
ク
、
ホ
ー
ス
の
洗

い
忘
れ
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管�

す
る
な
ど
し
て
、
い
た
ず
ら
を
さ

れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

※
農
薬
の
取
り
扱
い
や
病
害
虫
の
防
除�

方
法
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
農
林
課
農
務
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�����

　
消
防
庁
で
は
、
危
険
物
を
取
り
扱
う

関
係
事
業
所
を
始
め
、
国
民
の
み
な
さ

ん
に
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
に
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
広
く
呼
び
か
け

る
た
め
、
毎
年
６
月
の
第
２
週
を「
危

険
物
安
全
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
６
月
３
日（
日
）か
ら
６
月
９
日

（
土
）ま
で
の
７
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

※
消
防
本
部
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、�

横
断
幕
に
よ
る
市
民
へ
の
広
報
活
動
、

各
危
険
物
施
設
な
ど
へ
の
査
察
を

予
定
し
て
い
ま
す
。�

税
務
課
住
民
税
班�

　
内
線
２
5
4
6

税
源
移
譲
に
つ
い
て
の�

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ�

�

問�

農
林
課
林
務
班�

　�
内
線
２
２
6
３
�

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・�

　
　
　
飼
養
に
つ
い
て�

問� 学
校
教
育
課
指
導
班�

　
内
線
２
６
１
４�

「
長
崎
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
」�

教
育
週
間�

問�

消
防
本
部
予
防
課�

　�
22-

3
1
6
7

「
危
険
物
安
全
週
間
」�

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

問�

月日　 曜日　地区名 　　　　場　　所 　　　開始時間�

6月22日 

6月25日 

6月26日 

6月27日 

6月28日 

6月29日 �

金�

月�

火�

水�

木�

金�

大島地区�

度島地区�

田平地区�

生月地区�

南部地区�

中部地区�

北部地区�

離島開発総合センター（集会室）�

度島中部公会堂�

田平町民センター（ホール）�

生月町中央公民館（ホール）�

市多目的研修センター（ホール）�

市ふれあいセンター（ホール）�

市離島開発総合センター（ホール）�

午後1時30分�

午後1時30分�

午後7時�

午後7時�

午後7時�

午後7時�

午後7時�

※約１時間程度�
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観
光
商
工
課
観
光
班�

�
　
内
線
２
2
７
３
�

平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
休
業
の
お
知
ら
せ�

�

問�

税
務
課
固
定
資
産
税
班�

　�
内
線
２
５
４
９�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
後
の�

　
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置�

問�

�����

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
居
住
す
る

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）で
、
廊
下
の

拡
幅
や
浴
室
、
便
所
の
改
良
な
ど
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
場
合

は
、
固
定
資
産
税
の
減
額
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
自
己

負
担
額
が
30
万
円
以
上
の
工
事
で
、

1
0
0
㎡
分
ま
で
を
限
度
と
し
て
、
そ

の
住
宅
の
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
を
３

分
の
１
減
額
し
ま
す
。�

○
要
件�

①
65
歳
以
上
の
人
②
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
③
障

害
者�

※
改
修
後
３
か
月
以
内
に
、
工
事
明
細

　
書
や
写
真
な
ど
の
関
係
書
類
を
添
付

　
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
他
の
減
額
措
置（
新
築
住
宅
軽
減
な�

ど
）を
受
け
て
い
る
も
の
や
簡
易
な

器
具
の
設
置
工
事
な
ど
減
額
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
税
班

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　�

����　
平
戸
温
泉
給
湯
セ
ン
タ
ー（
下
中
野

町
）は
、
６
月
20
日（
水
）、
貯
湯
槽
清

掃
の
た
め
休
業
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

������

保
険
福
祉
課
国
保
年
金
班�

　�
内
線
2
5
9
2

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す�

�

問�

����

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
と
早
期
予
防
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク（
日

帰
り
・
脳
）検
診
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。�

柿添病院�

青洲会病院�

北川病院�

くわはら医院�

谷川病院�

平戸市民病院�

しおざわ内科消化器科�

平戸市立生月病院�

実
施
検
診
機
関�

受診者負担金�

定員（定員になり次第締切）�

受診期間�

検査内容�

申込方法�

対象者�

申込期間�

日帰りドック　　　　　　　 脳ドック�

平成19年6月～平成20年3月�

○  　　　　　 　　　○�

○  　　 　　　　　　○�

○ 　�

○ 　�

○ 　�

○ 　�

○ 　�

○ 　�

血液検査・尿検査・胸部X線撮影・

心電図検査・腹部エコー検査・胃

腸透視または胃内視鏡など�

血液検査・尿検査・頸部エコー・

ＭＲＩ・ＭＲＡなど�

空腹時血糖検査�

8,000円�

50人�

5,000円�

50人�

・市内に居住している市国民健康保険の被保険者のうち、

　申請日現在で30歳以上69歳以下の人（※ただし、65歳以上

　の老人医療受給対象者は除きます。)�

・世帯主に国民健康保険税の滞納がない人。�

・基本検診受診者は対象となりません（※基本検診・人間ド

　ック、いずれか1つの受診となります。）。�

平成19年６月１日（金）～平成20年２月29日（金）�

①保険福祉課国保年金班または各支所・各出張所へ平戸市

　国民健康保険被保険者証および印かんをご持参の上、お

　申し込みください。電話での申し込みはできません。�

②申し込みは日帰りドック・脳ドックのいずれか1つです。�

③受付は資格などを確認の上、先着順で行い「利用券」を交

　付します。�

④検診日時などについては、ご希望の検診機関（上記の検診

　機関に限ります。）に直接お電話などで、「平戸市国民健

　康保険の人間ドック」であることを伝えた上、各自調整を

　行ってください。�

※生月病院は受診希望日の１週間前までに予約が必要です。�
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平戸市からのおしらせ�



平
戸
市
文
化
協
会
音
楽
会�

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

問�

�

�

平
戸
市
文
化
協
会�

　�
22
‐
２
3
7
8

長
崎
被
害
者
支
援�

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を
！�

��

問�

�

�

平
戸
警
察
署�

　�
22
‐
3
1
1
0

「
平
戸
市
　
的
山
大
島
」�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設�

���

問�

�

�

あ
づ
ち
大
島
た
か
ら
も
ん
の
会�

　�
55
‐
2
1
3
1

Ｐ
Ｔ
Ｐ
学
生
大
使
400
人
が�

来
平
し
ま
す�

���

問�

�

�

Ｐ
Ｔ
Ｐ
歓
迎
市
民
の
会�

　�
23
‐
8
6
0
0

小
型
船
舶
免
許�

更
新
・
失
効
講
習
の
ご
案
内�

���

問�

�

�

入
枝
海
事
事
務
所�

　
０
９
９-

2
8
1-

7
7
5
3

�����

　「
長
崎
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
、
犯

罪
被
害
に
よ
る
被
害
者
、
そ
の
家
族
や
ご

遺
族
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で

す
。�

○
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動�

①
研
修
を
受
け
た
電
話
相
談
員
に
よ
る
電

　
話
相
談�

②
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
、
弁
護
士
な

　
ど
に
よ
る
面
接
相
談�

③
裁
判
傍
聴
な
ど
の
付
添
い
　
な
ど�

○
相
談
体
制
　
専
門
相
談
員
に
よ
る
電
話�

相
談
を
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

�����

○
と
　
き
　
６
月
24
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
開
演�

○
と
こ
ろ
　
北
部
公
民
館�

○
入
場
料
　
無
料�

○
出
　
演
　（
出
演
順
）�

　
平
戸
あ
じ
さ
い
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
平

戸
支
部
、
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
・
ユ
ー
コ

ー
、
平
戸
詩
吟
学
院
岳
陽
会
平
戸
支
部
、

福
田
素
子
ピ
ア
ノ
教
室
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ウ
イ
ン
ド
・
ア
ゴ
ー
、
香
雲
堂
吟
詠
来
吟

知
会
、
合
唱
団
平
戸
ジ
ャ
ガ
タ
ラ�

�����　「
あ
づ
ち
大
島
た
か
ら
も
ん
の
会
」で
は
、

こ
の
度「
平
戸
市
　
的
山
大
島
」の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
「
あ
づ
ち
大

島
た
か
ら
も
ん
の
会
」は
、
大
島
村
在
住
の

有
志
で
組
織
し
て
い
る
会
で
、
町
並
み
保

存
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
大
島
村
の

歴
史
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
釣
り
場
案
内
、

伝
統
的
建
造
物
群
の
紹
介
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
メ
ニ
ュ
ー
で
大
島
村
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
や

地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
大
島
の
情
報

を
広
く
発
信
し
、
大
島
村
に
新
た
な
風
を

興
す
べ
く
、
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ�

h
ttp
://o
h
sim
am
u
ra.w
eb
.fc2
.co
m
/�

�����

　
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
大
型
国
際
修
学
旅
行『
ピ

ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
学
生
大
使
』（
高
校
生

約
４
０
０
人
）が
平
戸
を
訪
れ
ま
す
。�

　
一
行
は
１
グ
ル
ー
プ
45
人
で
、
毎
週
平

戸
に
訪
れ
、
計
９
グ
ル
ー
プ
が
平
戸
に
滞

在
し
ま
す
。�

　
市
内
で
は
、
浴
衣
を
着
て
の
平
戸
城
下

散
策
の
ほ
か
、
閑
雲
亭
で
の
茶
道
体
験
や

小
・
中
・
高
校
で
の
学
生
と
の
交
流
、
塩

づ
く
り
体
験
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
戸
が
国
際
観
光
地

と
し
て
名
を
馳
せ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

輪
で
こ
の
事
業
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
？�

「
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集
！
」�

　
平
戸
で
の
滞
在
中
、
各
種
体
験
な
ど
を

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

　『
ピ
ー
プ
ル
ト
ゥ
ピ
ー
プ
ル
訪
問
を
通
し
て

平
戸
の
将
来
を
考
え
る
市
民
の
会（
略
・
Ｐ

Ｔ
Ｐ
歓
迎
市
民
の
会
）』�

（
事
務
局
・
平
戸
観
光
協
会
内
）�

▼
Ｅ
メ
ー
ル
　�

　p
tp
@
h
irad
o
-n
et.co

m
�

�����

○
と
　
き
　
６
月
23
日（
土
）�

▼
受
　
付
　
午
後
１
時
30
分
〜�

▼
講
　
習
　
午
後
２
時
〜�

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー�

○
対
　
象
　
お
持
ち
の
小
型
船
舶
免
許
の�

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切
れ
る
人
、�

ま
た
は
失
効
し
て
い
る
人�

▼
更
　
新
　
有
効
期
限
が
平
成
19
年
６
月�

25
日
〜
平
成
20
年
６
月
24
日
の
免
許�

▼
失
　
効
　
有
効
期
限
が
平
成
19
年
６
月�

24
日
以
前
の
免
許�

○
受
講
料
お
よ
び
講
習
時
間
　�

▼
更
新
講
習
　
８
千
円（
１
時
間
）�

▼
失
効
講
習
　
１
万
４
千
円�

　
　
　
　
　
　（
２
時
間
20
分
）�

※
送
料（
５
０
０
円
）お
よ
び
写
真
代（
５

　
０
０
円
）が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。�

○
持
参
す
る
も
の�

海
技
免
状
、
住
民
票（
本
籍
記
載
の
も
の
）、

受
講
料�

※
写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。�

※
詳
し
く
は
、
入
枝
海
事
事
務
所
ま
で
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�
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赤
ち
ゃ
ん�

保
護
者�

行
　
政
　
区�

■４月の交通事故� ■４月末までの�
　火災救急件数�件　数�

死　者�

負傷者�
（重傷）0名  （軽傷）２名�

（　）内は昨年同期�

火災�

救急�

19件（10件）�

374件（432件）�

死

亡

�

氏
　
　
名�

年
齢�

死
亡
日�

行
　
政
　
区�

ご
冥
福
を�

お
祈
り
し
ま
す�

篤志および香典返しで、次の方々から�
ご寄付がありました（敬称略）。�善意のともしび�

平戸和蘭商館復元整備事業基金へ�
　○新　　　町　立石傳太郎　　○木ヶ津町　品川猶太郎　　○辻　町　口石 　互　�
　○下中津良町　宮崎佳代子　　○辻　　町　藤島八重子　　○宝亀町　石田ミノル�
　○田平町荻田免　太田　正喜�

ひらどふれあい福祉基金へ　○大阪市東淀川区　米倉　主計（亡母　アイ子）�
野子小・中学校へ　○野子町　楠富　啓一（亡父　源一郎）�

問�

放
送
大
学�

　
第
２
学
期
学
生
募
集�

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
0
9
5
‐
8
1
3-

1
3
1
7

問�

精
神
・
児
童
思
春
期
相
談�

の
お
知
ら
せ�

�

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課�

　
57-

3
9
3
3

���【
平
戸
地
区
】�

浜
本
　
帆
斗
　
和
仁
 
堤
�

藤
田
　
康
我
　
康
治
 
中
の
崎
�

遠
矢
　
大
悟
　
雄
二
 
船
越
�

山
野
　
彩
絵
　
友
和
 
川
内
浦
�

七
種
　
朝
香
　
昇
一
 
戸
石
川
�

前
川
　
友
吾
　
博
紀
 
中
の
原
�

渕
上
　
舞
衣
　
正
裕
 
中
の
崎
�

【
生
月
地
区
】�

吉
田
　
朱
里
　
孝
明
 
浦
南
�

川
渕
　
拓
海
　
晃
 

舘
浦
潮
見
�

冨
山
　
直
哉
　
友
博
 
浦
北
�

【
田
平
地
区
】�

溝
口
　
陽
香
　
成
幸
 
外
目
�

大
下
　
知
愛
　
義
幸
 
下
亀
�

�

��【
平
戸
地
区
】�

畑
原
　
ハ
ツ
 
84
歳
 4
/
14
 田
助
在
�

近
藤
　
チ
ヱ
 
82
歳
 4
/
15
 大
野
�

竹
藤
　
久
行
 
82
歳
 4
/
16
 前
津
吉
浜

高
増
　
貞
子
 
80
歳
 4
/
16
 木
引
�

土
井
ト
シ
ノ
 
85
歳
 4
/
17
 木
引
田
町
�

松
永
　
カ
メ
 
82
歳
 4
/
18
 川
内
在
�

藤
田
キ
ヨ
子
 
67
歳
 4
/
18
 迎
紐
差
�

中
島
　
ス
ヱ
 
96
歳
 4
/
18
 野
子
�

黒
 
 
國
雄
 
51
歳
 4
/
19
 敷
佐
�

坂
東
　
欣
子
 
86
歳
 4
/
21
 魚
の
棚
町
�

永
澤
房
右
衞
門
 
77
歳
 4
/
22
 度
島
三
免
�

國
竹
喜
美
子
 
79
歳
 4
/
22
 船
木
�

寺
田
　
ヱ
イ
 
92
歳
 4
/
22
 下
中
野
�

岡
村
　
喬
左
 
61
歳
 4
/
23
 大
野
�

山
浦
ス
イ
子
 
78
歳
 4
/
23
 高
越
�

米
倉
ア
イ
子
 
83
歳
 4
/
24
 志
々
伎
浦
�

日
高
　
ツ
イ
 
88
歳
 4
/
26
 堤
�

北
村
ミ
ツ
コ
 
66
歳
 4
/
28
 上
大
垣
�

浦
田
　
ア
ヤ
 
89
歳
 4
/
29
 薄
香
浦
�

山
川
ツ
ギ
ヱ
 
84
歳
 4
/
30
 大
川
原
�

西
原
　
源
重
 
78
歳
 5
/
3
 大
志
々
伎
�

寺
田
　
ア
ヤ
 
87
歳
 5
/
6
 西
の
久
保
�

本
山
ハ
ツ
子
 
84
歳
 5
/
6
 木
引
�

亀
井
　
一
作
 
77
歳
 5
/
6
 宝
亀
第
2
�

橋
本
　
忠
冨
 
83
歳
 5
/
7
 船
木
�

浦
 
　
ト
メ
 
91
歳
 5
/
8
 古
江
�

大
坂
屋
フ
ジ
ヱ
 
82
歳
 5
/
8
 幸
の
浦
�

出
口
　
ス
ヱ
 
85
歳
 5
/
14
 根
獅
子
第
3

�

【
生
月
地
区
】  
 
 
 
 
 
 
�

眞
辺
　
サ
ツ
 
79
歳
 4
/
17
 浦
北
�

西
澤
　
ト
ラ
 
100
歳
 4
/
25
 舘
浦
屋
敷
�

大
畑
　
ノ
ブ
 
92
歳
 5
/
4
 舘
浦
浜
�

末
永
　
實
夫
 
75
歳
 5
/
5
 浦
北
�

西
澤
　
光
正
 
40
歳
 5
/
7
 舘
浦
潮
見
�

住
江
ア
イ
子
 
84
歳
 5
/
10
 浦
南
�

【
田
平
地
区
】�

市
瀬
ハ
ツ
ノ
 
95
歳
 4
/
17
 福
崎
�

大
石
倫
太
郎
 
84
歳
 4
/
23
 日
の
浦
�

�
崎
　
 
馨
 
91
歳
 4
/
29
 下
寺
�

氏
田
　
治
保
 
86
歳
 5
/
2
 田
代
�

坂
本
　
田
　
 
85
歳
 5
/
2
 永
田
�

山
口
　
セ
イ
 
91
歳
 5
/
4
 小
手
田
�

古
川
　
敦
子
 
93
歳
 5
/
6
 小
崎
�

種
本
　
春
子
 
93
歳
 5
/
12
 上
里
�

【
大
島
地
区
】�

松
本
フ
ク
ヱ
 
79
歳
 4
/
18
 東
神
浦
�

大
山
ム
ラ
子
 
76
歳
 4
/
22
 前
平
�

田
中
　
亀
一
 
92
歳
 4
/
29
 前
平
　

　（
４
/
16
〜
５
/
15
受
付
分
）�

は
ま
も
と
　
　
は
ん

と
 

か
ず
ひ
と
�

ふ
じ

た
　
　
　
こ
う

が
 

や
す
は
る
�

と
お

や
　
　
　
だ
い

ご
 

ゆ
う

じ
�

や
ま

の
　
　
　
さ
　
え
 

と
も
か
ず
�

さ
い
く
さ
　
　
と
も

か
 

し
ょ
う
い
ち
�

ま
え
か
わ
　
　
ゆ
う

ご
 

ひ
ろ
の
り
�

ふ
ち
か
み
　
　
ま
　
い
 

ま
さ
ひ
ろ
�

�よ
し

だ
　
　
あ
か

り
 

た
か
あ
き
�

か
わ
ぶ
ち
　
　
た
く

み
 

あ
き
ら
�

と
み
や
ま
　
　
な
お

や
 

と
も
ひ
ろ
�

�み
ぞ
ぐ
ち
　
　
は
る

か
 

な
る
ゆ
き
�

お
お
じ
も
　
　
　
ち
　
な
 

よ
し
ゆ
き
�

����は
た
は
ら
�

こ
ん
ど
う
�

た
け
ふ
じ
　
 
ひ
さ
ゆ
き
�

た
か
ま
す
 
　
て
い

こ
�

 ど
 
い
�

ま
つ
な
が
�

ふ
じ

た
�

な
か
し
ま
�

く
ろ
さ
き
 
　
く
に

お
�

ば
ん
ど
う
 
　
き
ん

こ
�

な
が
さ
わ
 
ふ
さ

う

え

も
ん
�

く
に
た
け
　
き

み

こ
�

て
ら

だ
�

�

お
か
む
ら
 
　
き
ょ
う
す
け
�

や
ま
う
ら
�

よ
ね
く
ら
�

 ひ
 
だ
か
�

き
た
む
ら
�

う
ら

た
�

や
ま
か
わ
�

に
し
は
ら
 
　
げ
ん
じ
ゅ
う
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０名�
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
19
年
度
第
２
学

期
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

○
募
集
学
生�

【
教
養
学
部
】全
科
履
修
生（
卒
業
を
目

指
す
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）、

科
目
履
修
生（
６
か
月
間
在
学
）�

【
大

学

院
】修
士
選
科
生(

１
年
間
在

学)

、
修
士
科
目
生（
６
か
月
間
在
学
）、

修
士
全
科
生（
※
募
集
に
つ
い
て
は
、

別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）�

○
願
書
受
付
　
６
月
15
日（
金
）〜
８
月
15�

　
日（
水
）ま
で�

○
入
学
日（
授
業
開
始
日
）10
月
１
日（
月
）�

○
放
送
大
学
の
特
徴�

・
働
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
が
で
き
、
大

　
学
卒
業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。�

・
学
び
た
い
科
目
を
１
科
目
か
ら
で
も
学

　
習
で
き
ま
す
。�

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
授
業
の
視
聴
方
法�

　
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送（
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）、
各
地
の
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

�

�����

　
心
が
疲
れ
て
い
る
と
、「
夜
眠
れ
な
い
」

「
不
安
で
仕
方
が
な
い
」「
学
校
や
職
場
へ
行

く
こ
と
が
と
て
も
辛
い
」
な
ど
の
危
険
信
号

が
出
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
早
め
に
相
談
を
す
る
こ
と
が

解
決
の
第
１
歩
に
な
り
ま
す
。�

　
県
北
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
精
神

保
健
福
祉
相
談
お
よ
び
児
童
思
春
期
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。�

○
定
例
実
施
日�

▼
保
健
所
職
員
に
よ
る
相
談�

　
毎
週
月
〜
金
曜
日�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分�

▼
精
神
科
医
師
に
よ
る
専
門
相
談�

　
第
２
火
曜
日
　
午
後
３
時
30
分
〜�

　
第
４
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜�

▼
臨
床
心
理
士
に
よ
る
児
童
思
春
期
相
談�

　
第
３
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜�

※
い
ず
れ
も
県
北
保
健
所
内
で
実
施
し
ま

　
す
。
す
べ
て
無
料
で
す
が
、
専
門
相
談
、

　
児
童
思
春
期
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必

　
要
で
す
。�

�
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平戸市役所も参加しています。�

西海国立公園の大パノラマを見るコース�

教会群と日本最初のオランダ交易港を歩くコース�

古
紙
配
合
率
1
0
0％
再
生
紙
、�

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。�

　温温室効果ガス削減のた
め、夏のエアコンの温度を
28℃に。オフィスで快適に
過ごすための服装などが提
案されている「クールビズ」
の取り組みも今年で３年目。
いまや「夏の常識」ともなっ
てきました。�
�「クールビズ」のほかにも
地球温暖化防止のため、さ
まざまな取り組みが目立つ
ようになってきた近年。一
人ひとりの小さな取り組み
の積み重ねが大事だと感じ
ます。�

編集室からひとこと�

［
編
集
・
発
行
］
 平
戸
市
企
画
課
　
〒
8
5
9
-5
1
9
2
 長
崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1
5
0
8
番
地
3
�

■
T
E
L
／
0
9
5
0
-2
2
-4
1
1
1（
代
）  F
A
X
／
0
9
5
0
-2
2
-5
1
7
8
　
■
U
R
L
 http://w

w
w
.city
.hira
do.lg
.jp�

■
E
-m
a
il  k
ik
a
k
u
@
c
ity
.hira
d
o
.lg
.jp
　
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト
�

◎今月の表紙�

◎人口の動き�

■平戸市人口／38,619人（－72）�

　男性／18,151人（－46）�

　女性／20,468人（－26）�

■世帯数　14,530戸（＋37）�

※（ ）は、前月との比較�

平成19年5月1日現在�

　5月13日、五月晴れのもと、
第2回平戸市立大島小・中学
校ふれあい運動会が開催され
ました。表紙は、小・中学生
合同での「大綱引き」からの一
コマ。50ｍ走や障害物競走の
ほか、親子競技やPTA競技な
ども行われ、楽しく、白熱し
た運動会でした。当日は、こ
のほか市内９つの小中学校で
運動会が開催されました。�

　先日、ホタル鑑賞に行き
ました。ホタルは、音や匂
いではなく、光で会話をし
ているそうです。詳しくは、
まだ解明されていませんが、
求愛以外にもいろんな話を
しているようです。ホタル
は美しい環境でしか生育で
きないので、人間よりもず
っと前から環境問題につい
て話し合っていたのかもし
れません。ホタル観察して
いるつもりでも、逆にこち
らが人間観察されているか
もしれませんね。�

玄界灘玄界灘を望む豊かな自然自然と、�

異国情緒溢異国情緒溢れる城下町城下町を歩いてみませんか？�

玄界灘を望む豊かな自然と、�

異国情緒溢れる城下町を歩いてみませんか？�

◎参加費◎�

　【事前受付】大　人　1,500円・高校生      800円�

　【当日受付】大　人　2,000円・高校生    1,000円�

　※１日のみの参加の場合も、同じ金額となります。�

　　中学生以下は無料です。�

◎昼　食◎�

　500円（参加費とは別途必要です。）�

　※弁当は、持参しても構いません。�

◎申込み◎�

　パンフレット・申込書などについては、同大会実行委員会

事務局（生涯学習課内）、各支所、各教委分室、各公民館に、

６月下旬ごろ配置する予定です。��

※なお本大会は、一昨年まで開催された「平戸大橋マラソン＆ウォー

ク大会」が事情により取りやめとなったため、市民の健康増進、市民同

士の交流などを目的に、新たな地域振興策として開催されるものです。�

◎お問い合わせ◎�

　ひらどツーデーウォーク大会実行委員会�

　事務局（生涯学習課内)�

　　内線2624　FAX 22-2878�

　E-mail　shogai@city.hirado.lg.jp

平戸大橋架橋平戸大橋架橋30周年記念周年記念�

第１回ひらどツーデーウォーク大会�

◎参加者募集◎�
平戸大橋架橋平戸大橋架橋30周年記念周年記念�

第１回ひらどツーデーウォーク大会�

◎参加者募集◎�
平戸大橋架橋平戸大橋架橋30周年記念周年記念�

第１回ひらどツーデーウォーク大会�

◎参加者募集◎�
平戸大橋架橋平戸大橋架橋30周年記念周年記念�

第１回ひらどツーデーウォーク大会�

◎参加者募集◎�
平戸大橋架橋30周年記念�

第１回ひらどツーデーウォーク大会�

西海国立公園西海国立公園の大パノラマを見るコース�
会場／生月町開発総合会場／生月町開発総合センター�

30kmコース　午前　午前８時30分スタート�

15kmコース　午前　午前９時30分スタート�

 7kmコース　午前　午前10時スタート�

西海国立公園の大パノラマを見るコース�
会場／生月町開発総合センター�

30kmコース　午前８時30分スタート�

15kmコース　午前９時30分スタート�

 7kmコース　午前10時スタート�

9

29
（土）�

教会群教会群と�
日本最初日本最初のオランダ交易港ダ交易港を歩くコース�
会場／平戸文化会場／平戸文化センター�

33kmコース　午前　午前７時30分スタート�

23kmコース　午前　午前８時30分スタート�

13kmコース　午前　午前10時スタート�

教会群と�
日本最初のオランダ交易港を歩くコース�
会場／平戸文化センター�

33kmコース　午前７時30分スタート�

23kmコース　午前８時30分スタート�

13kmコース　午前10時スタート�

9

30
（日）�

◎参加者募集◎�

◎大会エリア◎�
この大会大会は、順位順位を競わず、�

自分自分の体力体力に合ったコースを選び、�

自分自分のペースで楽しむことができます。�

今まで歩き慣れた道や初めて歩く道に�

新しい発見が発見があるかもしれません。�

この大会は、順位を競わず、�

自分の体力に合ったコースを選び、�

自分のペースで楽しむことができます。�

今まで歩き慣れた道や初めて歩く道に�

新しい発見があるかもしれません。�
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